
水と緑と人の和でうるおいのあるまち ………… 野木町

さくらまつり　バルーングロー　（４/２ 野木町総合運動公園）

野木町煉瓦窯グランドオープン� ………２

平成 28年度当初予算�……………………４

平成 28年度区長・自治会長名簿�………14

プロモーションビデオ完成�……………42

広報
ｖｏｌ．５３6

２０１6

5



（２）

　日本の近代化を支え、我が国のインフラ整備に大切な役割を果たした野
木町煉瓦窯の修復が終わり、いよいよ一般公開を迎えます。
　さらに、観光と学習の拠点、地域振興の拠点として、野木ホフマン館（野
木町交流センター）も完成し、５月 10 日（火）には、煉瓦窯の公開と野木
ホフマン館の竣工を記念したグランドオープン式典と各種記念のイベント
などを予定しております。

５月10日（火）～15日（日）
グランドオープンウイーク記念イベント開催

問野木ホフマン館撒 0280(33)6667 

５
月
10
日（
火
）

野
木
町
煉
瓦
窯
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

日本の近代化を支えた
野木町煉瓦窯の無料特別公開を実施 
ぜひご覧ください鎧

【式典】会場：野木町煉瓦窯特設会場　※招待者のみ

　５月 10 日（火）
【煉瓦窯特別公開】〈見学無料〉
　５月 10 日（火）　 14：00 ～ 17：00

　５月 11 日（水）～ 15 日（日）　 ９：00 ～ 17：00　

　※ 17 日（火）以降は有料となります
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【バルーン係留】会場：クレイン栃木場外馬場
　５月 10 日（火）　　　　　　 ９：30 ～ 10：15・12：00 ～ 12：30

　葛のぎ観光大使（熱気球世界チャンピオン）藤田雄大氏による「のぎのん」熱気球の係留

　　※強風・雨天場合は係留を中止いたします。※搭乗体験はできません。

【生け花展】会場：ホフマン館ロビーにて〈入館無料〉
　５月 10 日（火）～ 15 日（日）　９：00 ～ 17：00（５月 10 日のみ 14：00 〜）

　葛町内の松原北遺跡出土の縄文時代中期の土器を使っての生け花とのコラボレーション

【特別企画展―野木の起源―】会場：ホフマン館多目的室〈入館無料〉
　５月 10 日（火）～７月 31 日（日）　９：00 ～ 17：00（５月 10 日のみ 14：00 〜）

　葛町内各遺跡から出土した遺物を写真・解説パネルを使って旧石器から中世までの野木の歴史を三期

　　に分けて展示

　　【第１期】５月 10 日（火）～６月５日（日）	 野木の夜明け（旧石器～弥生）

　　【第２期】６月 ８日（水）～７月３日（日）	 古代の野木（古墳～平安前期）

　　【第３期】７月 ６日（水）～７月 31 日（日）	 中世の野木（平安後期～室町初期）

【ライトアップ事業】会場：煉瓦窯・メタセコイアの並木〈見
学無料〉
　５月 10 日（火）～ 15 日（日）　18：30 ～ 20：00

　葛光と音の競演：煉瓦窯とメタセコイアの並木をカラーで照明

し、レーザー光線、スモーク、音楽等を交え幻想的に演出

【その他】
　５月 14 日（土）・15 日（日）

　社会教育団体・ボランティアグループ等による各種模擬店を出

店する予定です。

　５月 10 日（火）11：30 からホフマン館内のカフェレストラン「こ

びとカフェ」が営業開始いたします。

 

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

５
月

日
〔
火
〕

野
木
町
煉
瓦
窯
特
設
会
場
等
に
て

10 

【
煉
瓦
窯
特
別
公
開
】〈
見
学
無
料
〉 

５
月

日
～

日

時
～

時 (

５
月

日
の
み

時
開
始) 

国
指
定
重
要
文
化
財
「
野
木
町
煉
瓦
窯
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る 

案
内
付
き
で
見
学 

10 

15 

9 

17 

10 

14 

【
生
け
花
展
】
ロ
ビ
ー
に
て
〈
入
館
無
料
〉 

５
月

日
～

日

時
～

時 (

５
月

日
の
み

時
開
始) 

町
内
の
松
原
北
遺
跡
出
土
の
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
を
使
っ
て
生
け
花
と
の 

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

10 

15 

9 

17 

10 

14 

【
特
別
企
画
展―

野
木
の
起
源―

】
多
目
的
室
に
て
〈
入
館
無
料
〉 

５
月

日
～
７
月

日

時
～

時 (
５
月

日
の
み

時
開
始) 

町
内
各
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を
写
真
・
解
説
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
旧
石
器 

か
ら
中
世
ま
で
の
野
木
の
歴
史
を
三
期
に
分
け
て
展
示 

第
一
期

月

日
～

月

日･
･
･

野
木
の
夜
明
け (
旧
石
器
―
弥
生) 

第
二
期

月

日
～

月

日･
･
･

古
代
の
野
木 (
古
墳
―
平
安
前
期) 

第
三
期

月

日
～

月

日･
･
･

中
世
の
野
木 (

平
安
後
期
―
室
町
初
期) 

※
館
内
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
こ
び
と
カ
フ
ェ
」 

も

時
か
ら
ご
利
用
頂
け
ま
す 

14 

【
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
】
煉
瓦
窯
・
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
に
て
〈
見
学
無
料
〉 

５
月

日
～

日

時

分
～

時 

光
と
音
の
競
演
：
煉
瓦
窯
と
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
並
木
を
カ
ラ
ー
で
照
明
し
、 

レ
ー
ザ
ー
光
線
、
ス
モ
ー
ク
、
音
楽
等
を
交
え
幻
想
的
に
演
出 

18 

30 

20 

14 

記
念
イ
ベ
ン
ト 

５
月

日
〔
火
〕
～

日
〔
日
〕 

野
木
町
煉
瓦
窯
・
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
等
に
て 

10 

15 

【
そ
の
他
】 

５
月

日
・

日

生
涯
学
習
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
各
種 

模
擬
店
を
出
店
し
ま
す
。 

14 

15 

10 

31 

9 

17 

10 

10 

15 

時

式
典 

 

時

一
般
公
開 

10 14 

14 

10 

5 

5 

6
  5 

6
  5 

6
  5 

7
  5 

7
  5 

7
  5 

8
  5 

3
  5 

31
  5 

式
典
会
場
・
駐
車
場
等
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、 

一
般
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は

時
か
ら
の
ご
来
場
を 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

野
木
町
と
渡
良
瀬
遊
水
地
を
繋
ぐ
「
野
渡
橋
」 

も

月

日
よ
り
開
通
し
ま
す
。 

10 

5 

野渡橋 

野
木
神
社 

の
ぎ
水
辺
の
楽
校 

※�

野
木
町
と
渡
良
瀬
遊
水
地
を
結
ぶ「
野
渡

橋
」が
５
月
10
日
に
開
通
し
ま
す
。
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その他
2億3,542万円（2.9％）
●　分担金及び負担金
●　使用料及び手数料
●　財産収入
●　寄附金
●　諸収入

その他
2億3,542万円（2.9％）
●　分担金及び負担金
●　使用料及び手数料
●　財産収入
●　寄附金
●　諸収入

依依
存存

財財

源源

（
4
2
.2
％
）

（
4
2
.2
％
）

（
5
7
.8
％
）

（
5
7
.8
％
）

自自
主主
財財

源源
入入

歳 入
79億7,000万円

一般会計当初予算 ７９億７千万円

　
野
木
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
平
成
２８
年
度
当
初
予
算
が
、
３
月
に

開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
１
４
４
億
５
３
４
０
万
円
と
な
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
７９
億
７
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
５
億
６
０
０
０
円（
６・
６
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
理
由
は
、
教

育
費
が
２
億
６
８
３
６
万
円
の
減
額
の
ほ
か
、
民
生
費
が
１
億
６
０
１
５
万
円

の
減
、
総
務
費
が
８
０
４
５
万
円
の
減
、
土
木
費
が
１
９
０
２
万
円
の
増
額
な

ど
で
す
。

　

財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況
の
中
、「
や
さ
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
明
る

い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
野
木
町
財
政
計
画
に
基
づ
く
財
政
運
営
の
健
全
化
を
推

進
す
る
一
方
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
町
の
活
性
化
策
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
策
な
ど
に
、
重
点
的
・
効
率
的
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

【
用
語
解
説
】

①
町
税

　
み
な
さ
ん
が
町
に
納
め
た
税
金

②
地
方
譲
与
税

　
自
動
車
重
量
税
な
ど
の
一
部
で
、
も
と
も
と
地  

　
方
税
と
し
て
納
め
る
べ
き
も
の
を
、
国
税
と
し

　
て
徴
収
し
、
町
へ
譲
与
さ
れ
る
お
金

③
利
子
割
交
付
金

　
国
が
徴
収
し
た
利
子
税
の
中
か
ら
町
へ
交
付
さ

　
れ
る
お
金

④
地
方
消
費
税
交
付
金

　
消
費
税
の
一
部
で
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

⑤
地
方
交
付
税

　
所
得
税
な
ど
国
が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
町

　
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金

⑥
繰
入
金

　
町
が
持
っ
て
い
る
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
繰

　
り
入
れ
ら
れ
る
お
金

⑦
地
方
特
例
交
付
金

　
恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
地
方
税
の
減
収
額
の
一

　
部
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
地
方
税
の
代
替
え
の

　
財
源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

⑧
町
債

　
公
共
事
業
を
行
う
た
め
の
長
期
借
入
金
の
こ
と
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歳 出
79億7,000万円

財政特集

「やさしさとやすらぎに
　　　　　 満ちた明るいまち」を目指して
公債現在高

財産現在高

基金現在高

平成２8年３月３１日現在

平成２8年３月３１日現在

平成２8年３月３１日現在 当初予算額の推移

35

40

45

50

55

60

65

70

90

事 業 債 名 金 額
増 減 率
（％）

一 般 会 計 事 業 債 ５４億７，４０３万円 ４．７

農業集落排水事業債 ３億５，８８１万円 △６．３

下 水 道 事 業 債 ４１億２，０８２万円 △２．８

水 道 事 業 債 ９億３，７１０万円 △４．５

合 計 １０８億9,076万円 0.2

区 分 土 地（ ㎡ ） 建 物（ ㎡ ）

本 庁 舎 24,306.94 5,177.09

その他の
公共施設

警察 (消防 ) 
施 設

3,308.52 1,042.12

そ の 他

の 施 設
4,889.70 458.54

公共用
財産

学 校 213,525.14 47,352.52

公 営 住 宅 2,084.00 498.36

公 園 265,705.85 447.99

そ の 他
の 施 設

217,405.09 20,895.57

山 林・ そ の 他 121,239.91 772.24

合 計 852,465.15 76,644.43

基 金 名 金 額
増 減 率
（％）

財 政 調 整 基 金 ９億１，０２６万円 △２９．７

公 共 施 設 整 備 基 金 １億４，８８６万円 ０．０

義 務 教 育 施 設 整 備 基 金 ３億３，９２８万円 ０．３

減 債 基 金 ２億１，３１８万円 ０．０

ま ち づ く り 基 金 １億３５３万円 ０．０

災 害 基 金 ７４９万円 △２７．９

地 域 福 祉 基 金 ２億２，６４２万円 ０．０

土 地 開 発 基 金 ２億８，００３万円 ３６．０

介 護 保 険 給 付 費 準 備 基 金 １，７０２万円 △９．０

重 要 文 化 財 野 木 町
煉 瓦 窯 保 存 基 金

３９9万円 ４.5

一 般 旅 券 印 紙 等 購 買 基 金 ２００万円 ０．０

国民健康保険財政調整基金 ４，４３８万円 △７０．４
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平成２８年度 会計別予算
会 計 名 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較 増 減 額

増減率
（％）

一 般 会 計 ７９億７，０００万円 ８５億３，０００万円 △５億６，０００万円 △６．６

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ３４億４，６２７万円 ３３億８，１９４万円 ６，４３３万円 １．９

介 護 保 険 特 別 会 計 １７億５，５３５万円 １７億３，７０６万円 １，８２９万円 １．１

後期高齢者医療特別会計 ２億４，４６７万円 ２億３，３４６万円 １，１２１万円 ４．８

農業集落排水事業特別会計 ６，１１５万円 ５，５６９万円 ５４６万円 ９．８

公共下水道事業特別会計 ８億７，１８６万円 ８億４，０８０万円 ３，１０６万円 ３．７

町 営 墓 地 事 業 特 別 会 計 ７，５８０万円 ７，２５９万円 ３２１万円 ４．４

野木東工業団地周辺開発事業特別会計 ２，８３１万円 ３億５，４５３万円 △３億２，６２２万円 △９２．０

水

道

事

業

収 益 的 収 入 ３億７，９１８万円 ３億６，６３５万円 １，２８３万円 ３．５

収 益 的 支 出 ３億７，７９７万円 ３億５，３０５万円 ２，４９２万円 ７．１

資 本 的 収 入 ２，０８６万円 ２，２４２万円 △１５６万円 △７．０

資 本 的 支 出 ３億１，６０３万円 ２億５，０６２万円 ６，５４１万円 ２６．１

煙児童保育事業　　　　　　　　　　　　４億７，１９２万円

煙町道整備・管理事業　　　　　　　　　４億４，４７２万円

煙自立支援給付事業　　　　　　　　　　４億１，００９万円

煙児童手当給付事業　　　　　　　　　　３億９，１８０万円

煙小山広域保健衛生組合負担金　　　　　３億１，８９８万円

煙常備消防事務委託事業　　　　　　　　２億３，２４５万円

煙ごみ収集事業　　　　　　　　　　　　１億　１６７万円

煙こども医療費助成事業　　　　　　　　１億　１２２万円

煙文化会館管理運営事業　　　　　　　　　 ９，３６７万円

煙学童保育事業　　　　　　　　　　　　　 ８，８９１万円

煙友沼小学校校舎大規模改修事業　　　　　 ７，６４７万円

主な事業の予算（一般会計）

※四捨五入により数値が合わない場合があります。

１人当たりが
負担する町税

１人当たりに
使われるお金

町民税

69,436円

民生費

97,169円
固定資産税

６4,708円

教育費

47,158円
町たばこ税

６,007円

土木費

40,636円
軽自動車税

2,068円

総務費・衛生費・公債費他

１２3,928円
平成28年３月31日住基人口25,802人より計算



（７）

財政特集

２7年度予算の執行状況
●27年度の一般会計予算執行状況（繰越事業費含む）（3月31日現在）

歳入額 (予算額) 歳出額(予算額)

2億5848

（6億5491）

1738

（1825）

6899

（9999）

4億6171）

（4億3674）

5億6334）

（5億6334）

2億3570）

（2億3571）

4億3000）

（11億4410）

7億1233）

（6億8204）

12億4155）

（19億5035）

36億6598）

（36億6424）

歳　　　　

入

（39.5％）

（100.0％）

（69.0％）

（105.7％）

（100.0％）

（100.0％）

（37.6％）

（104.4％）

（63.7％）

（100.5％）

（万円）

（67.1％）

（97.5％）

（92.4％）

（72.3％）

（79.8％）

（92.2％）

（75.0％）

（59.2％）

（77.3％）

歳　　　　

出

（万円）

●27年度の特別会計予算執行状況（繰越事業費含む）（3月31日現在）

【水道事業】

（万円） （万円）

（万円） （万円）

歳出額（予算額）

歳  出

（歳出額）予算額

歳  出

歳入額

歳  入

（予算額）

（歳入額）

歳  入

予算額

総務費

民生費

衛生費

教育費

土木費

農林水産業費

公債費

議会費

消防費

その他

その他

地方交付税

繰越金

繰入金

町 税

町 債

地方譲与税

国・県支出金

地方特例
交付金

地方消費税
交付金

22億93

（28億4549）

9億3683

（15億8119）

6億4959

（9億9379）

11億6588

（15億5433）

6億7727

（7億1856）

4億2246

（4億5844）

3億2557

（4億781）

3億8884

（5億3816）

1億3741

（1億4091）

1億4162

（2億1099）

（65.4％）

後期高齢者医療

国民健康保険

介  護  保  険

農業集落排水事業

公共下水道事業

町営墓地事業

野木東工業団地周辺開発事業

収益的収支

資本的収支

3億1615

(3億5305)

1億6915

(2億5062)

3億5972

(3億6635)

3056

(2242)

1億 2億 3億 4億1億2億3億4億

30億5416

（33億3124）

16億5943

（18億3057）

2億3622

（2億4571）

5768

（5950）

6億1391

（8億3440）

8513

（9067）

3億4853

（3億4870）

29億4792

（33億3124）

14億9080

（18億3057）

2億3054

（2億4571）

5206

（5950）

6億1109

（8億3440）

6784

（9067）

1億9513

（3億4870）

0億 5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 40億

5億10億15億20億25億30億

5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億5億10億15億20億25億30億35億

（88.5％）

（81.4％）

（93.8％）

（87.5％）

（73.2％）

（56.0％）

（74.8％）

（91.7％）

（90.7％）

（96.1％）

（73.6％）

（97.0％）

（93.9％）

（99.9％）

（89.5％）

（67.5％）

（98.2％）

（136.3％）
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　選挙権を有し、選挙人名簿に登録されていれば、投票することができます。
　国政選挙の場合、選挙権は、日本国民である年齢満 18歳以上の者に与えられます。地方選挙の
場合、県・町議会の議員、知事、町長の選挙権は、日本国民である年齢満 18歳以上の者で、町に
３か月以上継続して住んでいれば、与えられます。
　年齢については、生まれた年の翌年の誕生日の前日に満１歳になるとされています。満 18歳以
上かどうかの算定は、投票日時点において行なわれることとされており、投票日翌日が満 18歳の
誕生日である人まで選挙権を有することになります。
　選挙で投票するためには、選挙権を有しているだけでなく、選挙人名簿に登録されていること
が必要です。引っ越しをして住所が変わる場合、引っ越し先の市区町村の選挙人名簿に登録され
るためには、住民票を移す必要があります。
　進学や就職などに伴い、実家を離れる場合は、実家のある市区町村へ転出届を行い、引っ越し
後は引っ越し先の市区町村へ転入届を行って、速やかに住民票を移すようにしましょう。

葛 投票は満 18歳からできます。いつまでに誕生日を迎えていれば、投票は
できるのでしょうか？

問総合政策部総務課撒（５７)４１１４

18歳投票がスタートします！
選挙のはなし～その２～

　投票は、投票日に自ら投票所に行って投票するのが原則ですが、投票日に理由があって投票に
行くことができない場合は、他の投票方法により投票することができます。

　１． 期日前投票制度
　　　 投票日に学校や仕事はもちろん、旅行やレジャー、冠婚葬祭などで投票に行くことができ

ない人は、選挙期日前にお住まいの期日前投票所で「期日前投票」ができます。

　２．不在者投票制度
　　　 仕事や旅行などで、選挙期間中、名簿登録地以外の市区町村に滞在している方は、滞在先

の市区町村の選挙管理委員会で不在者投票ができます。また、指定病院等に入院等してい
る方などは、その施設内で「不在者投票」ができます。

　３．在外選挙制度
　　　 仕事や留学など海外に住んでいる人が、外国にいながら国政

選挙に投票できる制度を「在外選挙制度」といいます。在外選
投票ができるのは、日本国籍を持つ満 18歳以上の有権者で、
在外選挙人名簿に登録され在外選挙人証を持っている人です。

葛 投票日に予定があって、投票には行けません。投票できる方法はあります
か？



（９）

★安全・安心な社会の実現
　１億人総活躍社会の実現に向け、消費者行政においても、多様な人々が各自の強みを活かし挑戦して
いくことが重要です。消費者が直面する課題の解決に向けて、安全、安心で豊かな社会の実現を目指し
ましょう。

★電力自由化
　４月１日より、電力の小売全面自由化が始まり、多様な業種や業態
の事業者の中から選択できるようになり、様々な勧誘が行われていま
す。制度や条件等をしっかり情報収集し、契約内容をよく理解してお
くことが必要です。

★新着事例
・マイナンバー制度に便乗した詐欺
・葬儀の料金トラブル
・光回線サービスの乗り換えの勧誘

ー野木町消費生活センターの案内ー

相談専用電話　　　撒 0280（23）1333　または　直接窓口へ（野木町消費生活センター）

場所　　　　　　　野木町役場　新館１階　産業課

受付時間　　　　　月曜～金曜（祝日を除く）9:00～ 12:00　13:00～ 16:00

※相談は原則町内在住の方に限ります。

５月は消費者月間です
「みんなの強みを活かせ ～安全・安心な社会に１億総活躍～ 」

件数 内容

100件

商品・サービスに関すること 31件
インターネットによる架空請求等に関すること 29件
訪問販売や電話勧誘に関すること 15件
多重債務に関すること ７件
問い合わせ 18件

【野木町消費生活センター相談実績（平成27年度）】

�野木町煉瓦窯を
　　�未来に残すために !

　煉瓦窯の保存修復・維持費用として、平成 21
年度から皆様の寄附金・募金を受付けています。
　これからも皆様のご協力をお願いいたします。

○３月末までにご協力いただいた寄附金・募金
　　　　寄附金 8,459,395 円
　　　　（内ふるさと納税 2,788,000 円）
　　　　募　金 1,097,741 円
　　　　今までの累計 9,557,136 円

問野木ホフマン館撒（33）6667

町内の交通事故

３
月
累
計

件数 ４

死者 １

傷者 ５

28
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

９
（０）

死者
（増減）

１
（０）

傷者
（増減）

１１
（３）

町内の犯罪発生件数

３
月
累
計

空き巣 ３

自動車盗 １

車上ねらい ０

自転車盗 ０

28
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

５
（0）

自動車盗
（増減）

１
（-1）

車上ねらい
（増減）

0
（0）

自転車盗
（増減）

３
（２）

町内の救急出動

３
月
累
計

出場
件数 ７９

搬送
人員 ７５

27
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数
（増減）

９１９
（＋１７）

搬送
人員
（増減）

８６４
（＋４９）

不審者情報、事故発生場所ホームページ
　→ http://www.machi-info.jp/machikado/police_pref_　　
　　　　　　　　　　　　tochigi/app/app_accident.html
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寿工業株式会社
所在地　栃木県下都賀郡野木町大字野木 144番地

従業員数　 ３７名（２０１６年３月１日現在）

主な事業内容　当社は 1966年にこの野木町に工場（当時の社名は

中越プリントボード株式会社）を構え、以来半世紀の間建築材料に

塗装を施し供給してきた建材塗装メーカーです。

　内装材では主に不燃材であるケイ酸カルシウム板に、当社が培っ

てきた技術により平滑に下地を処理し 上塗りを施し、化粧ケイ酸

カルシウム板という製品として市場に供給しております。用途とし

まして、公共施設・工場等の内壁に多く使用されております。

　外装材の例では木目柄を表現する技術を用いて、公共施設・住宅

等の外壁材・軒天材として供給しております。また、大型カラー印

刷機を新規に導入し、高付加価値製品の開発にも力を入れており、

野木町と同様に更なる発展を目指しております。

キラリと光る野木町の企業紹介Ｎｏ．14

生まれも育ちも野木町で 43年間過ごしてきましたが、昨年より東京での勤務となり野木町を初めて離

れました。離れてみて、野木町に帰る度に少しずつ発展の変化に気づく様になりました。また、四季

の変化も野木町で気づきます。外から見て野木町の良さが増えました。（東京営業所　　佐伯　玲嗣）

広報連絡委員レポート呉３６０

永
平
寺
を
参
拝
し
て

　
　
　
　
　
　
　
広
報
連
絡
委
員

上
原　
明
美

　
昨
年
、
息
子
の
大
学
卒
業
に
あ
た

り
、
福
井
県
の
永
平
寺
に
行
く
事
が

で
き
ま
し
た
�
こ
れ
ま
で
に
も
何
回

か
福
井
を
訪
れ
て
い
る
も
の
の
、
な

か
な
か
永
平
寺
に
行
く
事
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
�
し
か
し
、
昨
年
、﹁
北

陸
新
幹
線
﹂
も
開
通
し
、
本
当
に
便

利
に
な
り
、
私
も
主
人
、
息
子
と
３

人
で
永
平
寺
を
参
拝
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
�

　﹁
永
平
寺
﹂
は
今
か
ら
約
７
７
０

年
前
の
寛
元
２
年
︵
１
２
４
４
︶
道

元
禅
師
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
座
禅
修

行
の
道
場
で
す
�
境
内
は
、
三
方
を

山
に
囲
ま
れ
た
深
山
幽
谷
の
地
に
大

小
70
余
り
の
建
物
が
建
立
さ
れ
て
お

り
ま
す
�

　
永
平
寺
を
開
か
れ
た
、
道
元
禅
師

が
、
お
釈
迦
様
か
ら
伝
わ
っ
た
﹁
座

禅
﹂
と
い
う
正
し
い
仏
の
教
え
を
受

け
継
が
れ
て
、
初
め
京
都
に
道
場

を
作
っ
た
の
で
す
が
、
寛
元
元
年

︵
１
２
４
３
︶に
越
前
の
国︵
福
井
県
︶

に
移
ら
れ
永
平
寺
を
開
か
れ
た
そ
う

で
す
�

　
現
在
は
、
曹
洞
宗
の
大
本
山
と
し

て
、
僧
侶
の
育
成
と
檀
信
徒
の
源
と

な
っ
て
い
ま
す
�

　
私
も
永
平
寺
の
壮
大
な
広
さ
の
中

に
建
立
さ
れ
て
い
る
建
物
を
見
て
と

て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
�
私
が
、

参
拝
し
た
中
で
、﹁
傘
松
閣
﹂
と
い

う
１
５
６
敷
の
大
広
場
で
、
天
井
絵

が
花
や
鳥
を
中
心
に
描
か
れ
た
美
し

い
色
彩
画
に
す
ご
く
心
が
洗
わ
れ
感

動
し
ま
し
た
�
別
名
﹁
絵
天
井
の
大

広
間
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
そ
う
で
す
�

ま
た
、
永
平
寺
で
は
瓦
志
納
と
い
う

こ
と
で
、
雪
の
深
い
永
平
寺
な
ら
で

は
、
毎
年
多
く
の
屋
根
瓦
を
取
り
替

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
、
参

拝
し
た
人
に
瓦
修
復
の
御
志
納
金
を

お
願
い
し
て
い
る
と
い
う
事
で
、
私

も
１
口
納
め
て
参
り
ま
し
た
�

　
現
在
も
、﹁
北
陸
新
幹
線
﹂
の
開

通
以
来
大
人
気
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
金
沢
か
ら
ち
�
っ
と
足
を
伸
ば

し
て
、
福
井
県
を
訪
れ
﹁
永
平
寺
﹂

を
参
拝
し
て
は
い
か
が
で
す
か
�
私

も
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
訪
れ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
�



（１１） 記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
お
知
ら
せ

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
57
）４
１
２
６

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
お
渡
し
は
、

役
場
開
庁
時
間
内
で
す
が
、
平
日
来

庁
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
左
記
日

時
に
交
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

日
５
月
８
日（
日
）９
時
～
17
時

所
町
住
民
課
窓
口

持
参
す
る
物　

カ
ー
ド
交
付
の
案
内

　

�

ハ
ガ
キ
・
通
知
カ
ー
ド
・
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）・

本
人
確
認
書
類

平
成

２８
年
度�

町
税
な
ど
の
納
期
・
納
付
方
法

問
総
合
政
策
部
税
務
課
撒（
５７
）４
１
２
４

納
付
の
し
か
た

①
現
金
で
納
め
ら
れ
る
方

　

届
い
た
納
付
書
で
、
次
の
納
付
場

　

所
に
お
い
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

②
口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
方

　

指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
口
座
か
ら
、

　

納
期
日
に
振
替
に
な
り
ま
す
。

※
納
期
日
以
外
で
は
振
替
に
な
り
ま

　

せ
ん
。
納
期
日
ま
で
に
残
高
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

納
付
場
所

○
役
場
会
計
課

○
指
定
金
融
機
関
（
足
利
銀
行
本
支
店
）

○
収
納
代
理
金
融
機
関

　

（
み
ず
ほ
銀
行
本
支
店
、
常
陽
銀

　

行
本
支
店
、
栃
木
銀
行
本
支
店
、

　

足
利
小
山
信
用
金
庫
本
支
店
、
小

　

山
農
業
協
同
組
合
本
支
店
）

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

　

（
関
東
各
都
県
と
山
梨
県
内
の
ゆ

　

う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
）

○
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
コ
ン

　

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

興
特
別
徴
収
事
業
者
の
皆
様
へ

　

�

町
県
民
税
の
給
与
特
別
徴
収
の
納

期
は
、
給
与
を
支
払
っ
た
月
の
翌

月
10
日
で
す
。

町
臨
時
職
員
の
募
集

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
57
）４
１
５
１

　

町
産
業
建
設
部
産
業
課
に
勤
務
す

る
臨
時
職
員
（
農
地
中
間
管
理
事
業

相
談
員)

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
名

募
集
要
件　

○�

パ
ソ
コ
ン
操
作（
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
）が
で
き
る
方

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

委
嘱
期
間　

　

６
月
１
日（
水
）～
11
月
30
日（
水
）

業
務
内
容　

　

農
地
中
間
管
理
事
業
事
務
補
助

　

農
地
の
貸
し
借
り
の
相
談
業
務

　

（
電
話
、
訪
問
に
よ
る
）

勤
務
時
間　

９
時
～
16
時

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日(

月
10
日)

賃
金　

時
給
８
０
０
円

提
出
書
類　

　

履
歴
書（
市
販
品
、
写
真
添
付
）

選
考
方
法

　

書
類
・
面
接
に
よ
る

募
集
期
間　

　

５
月
６
日（
金
）～
16
日（
月
）

　

※
持
参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）

提
出
先

　

〒
３
２
９-

０
１
９
５（
住
所
不
要
）

　

野
木
町
役
場　

産
業
建
設
部

　

産
業
課　

農
業
振
興
係

広報のぎ

町からのお知らせ ５
２０１６

〈野木町役場〉０２８０（５７）４１１１代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

※�町の事業の申込受付は、特に指定のない限り
土・日曜日、祝日、年末年始を除く８時３０分
～１７時１５分（「としょかん」「こどもひろば」
「生涯学習」「スポーツ」を除く）

日 容 儡所 定対 申

今月の納期

　◇固定資産税　第１期　◇軽自動車税　全期

区分 町県民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康
保 険 税

後期高齢者
医療保険料

介 護
保 険 料

５月 １期 全期
６月 １期
７月 ２期 １期 １期 １期
８月 ２期 ２期 ２期 ２期
９月 ３期 ３期 ３期
１０月 ３期 ３期 ４期 ４期 ４期
１１月 ５期 ５期 ５期
１２月 ４期 ６期 ６期 ６期
１月 ４期 ７期 ７期 ７期
２月 ８期 ８期 ８期

◎納期カレンダー



（１２）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

大
人
の
風
し
ん
・
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
予
防
接
種
助
成

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
１

　

町
で
は
大
人
の
方
を
対
象
に
風
し

ん
・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
期
間

　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

対
象
者

　

�

野
木
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

接
種
日
に
お
い
て
19
歳
以
上
49
歳

以
下
の
方
。

助
成
回
数　

１
回

助
成
額

○
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン　
　

…
３
千
円

○
麻
し
ん
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）混
合
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
５
千
円

※�

一
部
助
成
で
す
の
で
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。
自
己
負
担
額
は
医
療

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

女
性
の
方
へ

　

�

妊
娠
し
て
い
る
方
、
及
び
妊
娠
の

可
能
性
の
あ
る
方
は
接
種
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
接
種
後
２
か
月
間
は

妊
娠
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

風
し
ん
予
防
接
種
は
、
任
意
の
予

　

防
接
種
で
あ
り
、
実
施
に
あ
た
っ

　

て
は
医
師
と
相
談
し
、
行
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

○�

過
去
５
年
以
内
に
成
人
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
者

○�

過
去
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
、
町
の
助
成
を
受
け

た
者

※
助
成
は
生
涯
一
度
の
み
で
す
。

助
成
額　

３
５
０
０
円

　

�

接
種
料
金
は
医
療
機
関
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
お

問
合
せ
下
さ
い
。
助
成
額
を
差
し

引
い
た
差
額
分
を
医
療
機
関
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。　

接
種
方
法

　

�

助
成
を
受
け
る
に
は
助
成
券
が
必

要
で
す
。
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

町
健
康
福
祉
課
に
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
接
種
医
療
機
関
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
決
め

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

契
約
医
療
機
関

　

�

野
木
町
内
、
小
山
地
区
医
師
会
・

古
河
市
医
師
会
・
猿
島
郡
医
師
会

加
入
の
医
療
機
関
等
。
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

�

契
約
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る

方
も
、
接
種
す
る
前
に
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
町
健
康
福
祉
課
に
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

野
木
町
内
及
び
小
山
地
区
医
師
会

（
小
山
市
・
下
野
市
・
上
三
川
町
）

加
入
の
医
療
機
関

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
１

　

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

料
金
助
成
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し

ま
す
。

対
象
者

①�

年
度
内
に
65
歳
以
上
に
な
る
方

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
身
体
障

が
い
者
手
帳
１
級
所
持
者

◆
次
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

お知らせ

日 容 儡所 定対 申

医 療 機 関 名 電話番号
いなば内科クリニック （５７）０７７０
岩崎医院 （５６）０２８０
木村医院 （２３）２６１１
菊池クリニック （５７）２５１０
さくら診療所 （５４）５００４
鹿野クリニック （５７）００５６
寺内整形外科 （５７）９８１１
野木病院 （５７）１０１１

◎町内実施医療機関

予約センター

緯（５４）５５１５

　平日８時〜

　　１６時３０分

生
垣
で
緑
化
し
ま
せ
ん
か

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

撒（
５７
）４
１
６
１

　

町
で
は
、
緑
の
あ
る
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
宅
地
の

道
路
面
等
に
生
垣
を
設
置
さ
れ
る
方

に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
交
付
額

は
１
ｍ
あ
た
り
３
千
円
で
限
度
額
が

６
万
円
で
す
。

　

助
成
対
象
と
な
る
生
垣
は
、
造
園

業
者
等
に
よ
り
設
置
す
る
も
の
で
、

高
さ
等
一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
垣
を
設
置
す
る
前
の
申

請
で
な
け
れ
ば
、
助
成
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
キ
ラ
輪
号
〉か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
撒（
５７
）３
１
０
０

　

都
市
整
備
課　

撒（
５７
）４
１
６
１

　

〈
キ
ラ
輪
号
〉は
、町
の
中
な
ら「
ど

こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
」
乗
り

降
り
で
き
る
、
公
共
の
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
出
か
け

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



（１３）

軽
自
動
車
税
の
税
額
等
が
変

わ
り
ま
す

問
総
合
政
策
部
税
務
課
撒（
５７
）４
１
２
３

　

税
制
改
正
に
伴
い
、
平
成
28
年
度

か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
額
等
が
変
わ

り
ま
す
。

興
原
動
機
付
自
転
車
・
２
輪
の
軽
自
動
車
な
ど

興
３
輪
・
４
輪
の
軽
自
動
車

　

自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
最
初
の
新
規
検
査
年
月
に
よ
り
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
地
区
と
な

る
べ
き
区
域
の
公
告
・
縦
覧
を
し
ま
す

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

撒（
５７
）４
１
５
７

　

野
木
第
二
工
業
団
地
土
地
区
画
整

理
組
合
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か

ら
設
立
準
備
の
た
め
、
土
地
区
画
整

理
法
に
規
定
す
る
申
請
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
公
告
及
び
縦
覧
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
行
地
区
と
な
る
べ
き
区

域
内
の
宅
地
に
つ
い
て
未
登
記
の
借

地
権
を
有
す
る
方
は
、
書
面
を
も
っ

て
そ
の
借
地
権
の
種
類
及
び
内
容
を

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

興�

施
行
地
区
と
な
る
べ
き
区
域
を
表

示
す
る
図
面
の
縦
覧

　

縦
覧
期
間　

　
　

５
月
６
日（
金
）～
５
月
19
日（
木
）

　
　

※
平
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

縦
覧
場
所

　
　

町
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

興
未
登
記
借
地
権
の
申
告
に
つ
い
て

　

申
告
内
容　

未
登
記
の
借
地
権
を

　
　

�

有
す
る
方
は
、
借
地
権
が
あ
る

土
地
の
登
記
簿
登
記
事
項
、
借

地
権
の
種
類
・
内
容
を
関
係
図

書
を
添
え
て
、
土
地
所
有
者
と

連
署
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※�

申
告
書
の
様
式
は
縦
覧
場
所
に

あ
り
ま
す
。

　

申
告
期
限

　
　

５
月
６
日（
金
）～
６
月
５
日（
日
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）の
寄
附

受
入
状
況
を
公
表
し
ま
す

問
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（
５７
）４
１
１
６

　

ふ
る
さ
と
野
木
町
を
応
援
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
平
成
27
年
度
中
は
３４
件
・
総
額

61
万
９
千
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
平
成
28
年
３
月
３１
日
現

在
）

　

※�

氏
名
公
表
を
希
望
さ
れ
な
か
っ

た
方　

23
名

お知らせ

寄 附 金 の 活 用 を 希 望 す る 事 業 件数

①子どもの健全育成、子育て支援事業 ６件

②安全安心なまちづくり事業 ５件

③高齢者の生きがい、健康づくり事業 10件

④歴史・文化・スポーツ振興事業 ２件

⑤野木町煉瓦窯保存事業 ７件

⑥まちづくり全般 １５件

①〜⑥以外の事業 １件

合計 ４５件

田中　省三　様

海老沼富美子様

金子　努　　様

田村　佳英　様

木幡　聡美　様

加藤　健志　様

福田　匡孝　様

大橋　達夫　様

針谷すみ子　様

舘野　留夫　様

◎ご寄附いただいた方◎寄附金の受入状況

税
額
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

27
年
４
月
～
平
成
28
年
３
月
新
規
登

録
車
で
、
燃
費
性
能
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
、
軽
課
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

区　分 税額 区　分 税額

原
付

一種（50cc 以下） ２，０００円 二輪の小型自動車 ６，０００円

二種（90cc 以下） ２，０００円
小型特殊

農耕作業用

二輪 ２，４００円

二種（125cc 以下）２，４００円 四輪（1,000cc 以下）２，４００円

軽
自
動
車

二輪 ３，６００円

四輪（1,000cc 超） ２，４００円

コンバイン ２，４００円

その他 ５，９００円

ボート・トレーラー ３，６００円 ミニカー ３，７００円

※事業件数は複数選択可能なため寄附件数と一致しません

◎平成28年度から次の税額となります

区　分 旧税額 新税額 重課 軽課
① ② ③

軽
自
動
車

三輪 ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円 ３，０００円 ２，０００円 １，０００円

四
輪

乗用 ( 自家用 ) ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円 ８，１００円 ５，４００円 ２，７００円

貨物 ( 自家用 ) ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円 ３，８００円 ２，５００円 １，３００円

乗用 ( 営業用 ) ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円 ５，２００円 ３，５００円 １，８００円

貨物 ( 営業用 ) ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円 ２，９００円 １，９００円 １，０００円
◎平成 27 年３月 31 日以前に新規登録された車 → 新規登録後 13 年が経過するまで、旧税額となります
◎平成 27 年４月１日以降に新規登録された車 → 新税額となります。
◎新規登録から 13 年を経過した車 → 重課が適用されます。
◎軽課が適用される車　　① ( 乗用 )H32 年度燃費基準達成車　( 貨物 )H27 年度燃費基準＋ 15％達成車
　　　　　　　　　　　　② ( 乗用 )H32 年度燃費基準＋ 20％達成車　( 貨物 )H27 年度燃費基準＋ 35％達成車 　　
　　　　　　　　　　　　　※①②いずれも平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成車（★★★★）に限る。
　　　　　　　　　　　　③ 電気自動車及び天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減）

（平成 27 年 4 月〜平
成 28 年 3 月新規登録
車に限る）



（１４）

平
成
28
年
度 

区
長
・
自
治
会
長
名
簿

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
５７
）４
１
１
９

地
籍
調
査
事
業
を
実
施

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
５７
）４
２
３
８

　

地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
野
木
町
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

し
ま
す
。
調
査
区
域
内
に
土
地
を
お

持
ち
の
方
に
は
、
境
界
確
認
と
し
て

立
会
い
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
調
査
に
伴
う
町
民
の
皆
さ

ん
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�

調
査
に
伴
い
土
地
の
所
有
者
・
関

係
者
へ
の
事
業
説
明
会
を
開
催
し
、

10
月
上
旬
～
12
月
下
旬
に
境
界
確

認
の
立
会
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

興
地
籍
調
査
と
は
？

 

１
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、
所

有
者
・
地
番
・
地
目
・
地
積
を
調
査

し
、
近
代
的
な
方
法
で
測
量
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
地
図
及
び
簿
冊
に
す
る

こ
と
を
地
籍
調
査
と
い
い
ま
す
。
そ

の
後
、
法
務
局
で
公
図
や
土
地
登
記

簿
を
修
正
し
て
い
き
ま
す
。

興
ど
う
し
て
地
籍
調
査
を
す
る
の
？

　

現
在
、
法
務
局
に
備
え
付
け
ら
れ

て
い
る
公
図
や
土
地
登
記
簿
は
、
明

治
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、

お
隣
同
士
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
や
公
共

事
業
が
進
め
ら
れ
な
い
な
ど
の
原
因

区 名 氏 名 区 名 氏 名 区 名 氏 名
友 沼 川島　良一 南赤塚 石川　  清 潤 島 井上　嘉昭
松 原 富田　英俊 中 谷 小野　　功 若 林 金原　　栄
新 橋 ※未定 丸林東 長島　正義 佐川野 岩﨑　勝行
野 木 知久　善一 丸林西 館野　恒夫 川 田 館野　孝良
野 渡 神原　敏郎

自治会名 氏 名 自 治 会 名 氏 名 自治会名 氏 名
本 新 田 岡田　晴男 ブルーミングガーデン野木 井田　直樹 座 又 針谷　正一
下 　 影 小堀　忠夫 野木 1 の 1 熊倉　俊和 行 家 森　　拓治
角 新 田 福田　健三 野木 1 の２ 山野井　勝義 北 斗 登内　章夫
上 羽 毛 田 秋元　勝夫 野 木 ２ 鶴見　晴夫 中 之 内 半田　　満
中 古 屋 平澤　文夫 ひまわり団地 上野　宣男 篠 山 １ 田上　博志 自 治 会 名 氏 名
友 　 下 秋元　一郎 野 木 ３ 斉藤　国男 篠 山 ２ 髙村　　勇 丸林西中４ 後部　隆雄
友 　 西 袴田　　進 野 木 ４ 小室　治雄 中 谷 １ 篠﨑　定男 丸 林 西 下 鴨志田　和彦
松 原 １ 野中　一義 野 木 ５ 横塚　芳夫 中 谷 ２ 鈴木　康雄 潤 島 １ 熊谷　和明
松 原 ２ 大髙　秀雄 野 木 ６ 赤荻　久夫 中 谷 ３ 名雲　美都男 潤 島 ２ 渡邉　幸雄
松 原 ３ 蜂須　安秋 野 木 原 須藤　正弘 中 谷 ４ 小野　功 潤 島 ３ 横山　光司
松 原 ４ 東 菊池　栄治 野 渡 １ 山田　うめ子 丸林東上１ 奥田　和弘 潤 島 ４ 土佐　美治
松 原 ４ 西 鈴木　克己 野渡２の１ 小栗　一雄 丸林東上２ 長谷川　一夫 若 林 １ 館野　悦男
新 橋 西 １ 松山　一雄 野渡２の２ 橋本　淳一 丸林東上３ 赤荻　慶太 若 林 長 野 長谷川　信夫
新 橋 西 ２ 田中　幹愛 野 渡 ３ 篠田　浩子 丸林東中１ 澤田　洋 若林西長野 和田　照子
新 橋 西 ３ 相墨　正明 野 渡 ４ 佐藤　健事 丸林東中２ 瀧川　慎也 佐 川 野 上 館野　　聡
新 橋 東 １ 清水　克仁 富 岡 海老沼　良平 丸林東下１ 二本柳　隆好 佐 川 野 中 田村　信幸
新 橋 東 ２ 髙原　房治 野 渡 ５ 志村　泰広 丸林東下２ 藤野　昌寿 佐 川 野 西 上野　文男
新 橋 東 ３ 湯川　　一 野 渡 ６ 渡辺　敏夫 丸林東下３ 栃木　攻 佐川野下の１ 坪井　幸一
卯 ノ 木 １ 北澤　正彦 狐 塚 １ 今村　　勝 丸林東下４ 上野　晃弘 佐川野下の２ 関　　昌義
卯 ノ 木 ２ 石岡　淳弘 狐 塚 ２ 竹内　ツネ子 丸林東下５ 山口　雅史 佐川野下の３ 岩﨑　二三子
芝 山 １ 本澤　純一 陽 光 台 伊藤　俊行 丸 林 西 上 邑山　知幸 佐川野下の４ 大中　茂夫
芝 山 ２ 小路口　稔 矢 畑 土堂　　茂 丸林西中１ 清水　三郎 川 田 １ 館野　昭一
大 塚 １ 佐藤　正明 中 根 小野　隆雄 丸林西中２ 亀田　栄一 川 田 ２ 田村　秋夫
大 塚 ２ 竹内　　章 御 門 諏訪　清 丸林西中３ 伹野　昌昭 川 田 ３ 富樫　佳浩

◎平成２８年度区長名簿（敬称略）

◎平成２８年度自治会長名簿（敬称略）

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

お知らせ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題

を
解
消
す
る
た
め
に
、
正
確
な
地
図

を
作
成
し
記
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

興
地
籍
調
査
を
実
施
す
る
と
ど
ん
な

効
果
が
あ
る
の
？

①�

土
地
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の

未
然
防
止

②
土
地
取
引
の
円
滑
化

③
公
共
事
業
の
効
率
化

④
災
害
復
旧
の
迅
速
化

⑤
課
税
の
適
正
化

興
平
成
28
年
度
地
籍
調
査
実
施
区
域

　

◎
大
字
潤
島
の
一
部

　

◎
大
字
丸
林
１
２
６
１
～

　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
７
９
番
地

※４/13現在　改めて広報紙でお知らせします。



（１５）

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
５７
）４
１
１
４

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
28
年
３
月
ま

で
の
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
政
に
対
す
る
理

解
と
信
頼
を
深
め
、
町
政
へ
の
町
民

参
加
を
促
進
し
、
公
正
で
開
か
れ
た

町
政
を
実
現
す
る
た
め
に
町
が
保
有

す
る
情
報
を
請
求
に
応
じ
て
公
開
す

る
も
の
で
す
。

※
情
報
公
開
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
．
公
開
請
求
の
件
数
及
び
処
理
状
況

※
未
決
定
件
数
と
は
、
次
回
の
集
計

　

期
間
に
公
開
決
定
等
を
繰
り
越
し

　

た
件
数
を
い
い
ま
す
。

栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
参
加
者
募
集

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
２

　

県
民
総
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、
身

体
障
が
い
者
及
び
知
的
障
が
い
者
の

健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
る
と
と
も

に
県
民
の
理
解
を
深
め
、
障
が
い
者

の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

日
９
月
25
日（
日
）８
時
30
分
～
15
時
30
分

所
栃
木
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

対
次
の
①
、
②
の
資
格
を
満
た
す
者
。

①
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
満
12

歳
以
上
の
身
体
が
い
害
者
及
び
知

的
障
が
い
者
。

②
栃
木
県
内
に
現
住
所
を
有
す
る
者
。

又
は
栃
木
県
外
に
住
所
を
有
す
る

者
で
、
栃
木
県
に
所
在
す
る
施
設

や
学
校
等
に
入
所
及
び
通
所
並
び

に
通
学
し
て
い
る
者
。

容�

陸
上
競
技
、
卓
球
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

水
泳
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
、
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
車
椅
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

　

（
特
色:

県
内
最
大
規
模
の
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

儡
無
料

定�

各
市
町
、
学
校
、
施
設
等
の
代
表

選
手　

約
２
千
名

２
．
不
服
申
立
て
の
状
況

　

該
当
な
し

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
５７
）４
１
１
４

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
28
年
３
月
ま

で
の
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
自
己
の
情
報
を
開

示
請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の

で
す
。
町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を

請
求
に
よ
り
、
閲
覧
や
写
し
の
交
付

を
も
っ
て
開
示
す
る
も
の
で
す
。

１
．
個
人
情
報
開
示
請
求
等
の
件
数

　

及
び
処
理
状
況

※
訂
正
・
削
除
・
中
止
の
請
求
及
び�

　

是
正
の
申
出
な
し

２
．
不
服
申
立
て
の
状
況

　

該
当
な
し　

申
５
月
18
日（
水
）～
６
月
８
日（
水
）

　

【
必
着
】

　

○�

在
宅
の
方
は
、
町
健
康
福
祉
課

窓
口
へ
直
接
申
込
み

　

○�

学
校
・
施
設
等
に
所
属
す
る
方

は
、
学
校
・
施
設
等
へ
申
込
み

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）４
１
３
２

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

日
を
記
念
し
て
、
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者

等
人
権
の
問
題
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
身
近
な
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
御
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま

す
。（
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
）

　

６
月
１
日（
水
）　

９
時
～
12
時

　

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
プ
館
）

未
決
定
件
数

公
文
書
不
存
在
件
数

非
公
開
件
数

公開件数 請求件数

部
分
公
開
件
数

全
部
公
開
件
数

 

前
回
の
集
計
期
間
内
の

　
　
請
求
分
で
繰
り
越
し
た
件
数

今
回
の
集
計
期
間
内
の
請
求
分

０ ０ ０ ２ ６ １ ７

未
決
定
件
数

個
人
情
報
不
存
在
件
数

非
公
開
件
数

開示件数 開示請求件数

部
分
開
示
件
数

開
示
件
数

　
　
前
年
度
の
請
求
分
で

　
　
　
　
　
繰
り
越
し
た
件
数

当
該
年
度
の
請
求
分

０ ０ ０ ２ ０ ０ ２

お知らせ

日

所



（１６）

【
作
業
時
間
】　

７
時
～
８
時

【
申
込
方
法
】　

事
前
申
込
み
不
要
。

　

当
日
、
直
接
受
付
場
所
へ

【
問
合
せ
】
小
山
市
総
合
政
策
部

　

渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
推
進
課

　

撒
０
２
８
５（
22
）９
３
５
４

※�

中
止
の
際
は
、
小
山
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
当
日
の
４
時
ま
で
に
掲

載
し
ま
す
。

渡
良
瀬
遊
水
地
植
物
観

察
会
参
加
者
募
集

問
総
合
政
策
部
未
来
開
発
課

撒（
57
）４
２
６
０

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
さ
れ
た
湿
地
で
あ
り
、

自
然
の
宝
庫
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

５
月
は
、
ヨ
シ
焼
き
後
に
急
成
長
す

る
植
物
の
様
子
や
春
の
貴
重
な
植
物

た
ち
を
観
察
で
き
る
季
節
で
す
。
一

緒
に
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
15
日（
日
）
９
時
50
分
集
合

　

10
時
〜
11
時
30
分

講
師　

加
藤　

裕
一　

氏

定
20
名（
ど
な
た
で
も
可
）
儡
無
料

集
合
場
所　

野
木
ホ
フ
マ
ン
館

　

（
野
木
町
交
流
セ
ン
タ
ー
）

申�
５
月
10
日（
火
）ま
で
に
問
合
せ
先

に
電
話
で
申
し
込
み（
先
着
順
）

そ
の
他　

歩
き
や
す
い
靴
、
服
装
で

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

お知らせ

日 容 儡所 定対 申

渡
良
瀬
遊
水
地
外
来
植
物

除
去
活
動
参
加
者
募
集

問
各
会
場
の
問
い
合
わ
せ
先
へ

日
５
月
14
日（
土
）　

小
雨
決
行

所
渡
良
瀬
遊
水
地
内
２
箇
所

　

①
第
１
調
節
池
会
場

　

②
第
２
調
節
池
会
場

主
催　

栃
木
県

共
催　

栃
木
市
・
小
山
市
・
野
木
町

①
第
１
調
節
池
会
場

【
作
業
箇
所
】　

谷
中
村
史
跡
保
全
ゾ
ー
ン

【
駐
車
場
】　

谷
中
村
史
跡
保
全
ゾ
ー
ン
駐
車
場

【
受
付
】　

13
時
～

　

谷
中
村
史
跡
保
全
ゾ
ー
ン

【
作
業
時
間
】　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

（
作
業
終
了
後
、
植
物
観
察
会
を

　

実
施
（
希
望
者
））

【
申
込
方
法
】　

事
前
申
込
み
不
要
。

　

当
日
、
直
接
受
付
場
所
へ

【
問
合
せ
】

　

栃
木
市
総
合
政
策
部
遊
水
地
課

　

撒
０
２
８
２（
62
）０
９
１
９

※�

中
止
の
際
は
、
栃
木
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
当
日
の
９
時
ま
で
に
掲

載
し
ま
す
。

②
第
２
調
節
池
会
場

【
作
業
箇
所
】

　

第
２
調
節
池
環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
３

【
駐
車
場
】　

生
井
桜
づ
つ
み
堤
防
上
駐
車
場

【
受
付
】　

６
時
30
分
～

　

第
２
調
節
池
環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
３

の
ぎ
水
辺
の
楽
校
外
来
植
物

等
除
去
活
動
参
加
者
募
集

問
総
合
政
策
部
未
来
開
発
課

撒（
５７
）４
２
６
０

　　

の
ぎ
水
辺
の
楽
校
の
、
外
来
種
除

去
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

日
５
月
28
日（
土
）７
時
30
分
～
８
時
30
分

　

受
付
７
時
～（
小
雨
決
行
）

所
の
ぎ
水
辺
の
楽
校
（
清
水
谷
）

協
力　

の
ぎ
水
辺
の
楽
校
応
援
倶
楽
部

駐
車
場

　

�

は
く
う
ん
の
木
公
園　

他　

当
日

は
看
板
を
目
印
に
し
て
く
だ
さ
い
。

申�

当
日
、
直
接
の
ぎ
水
辺
の
楽
校
へ

そ�

の
他　

当
日
は
、
汚
れ
て
も
よ
い

服
装（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
）

で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
軍
手
・
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
は
、

町
で
用
意
し
ま
す
。

※�

中
止
の
際
は
、
野
木
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
前
日
の
17
時
頃
ま
で
に

掲
載
し
ま
す
。

渡
良
瀬
遊
水
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座　

問
総
合
政
策
部
未
来
開
発
課

撒（
57
）４
２
６
０

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た

渡
良
瀬
遊
水
地
で
は
、
様
々
な
絶
滅

危
惧
種
を
含
む
自
然
の
宝
庫
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
渡
良
瀬
遊
水

地
に
つ
い
て
、
講
師
の
先
生
と
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
・　

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

　

野
木
ホ
フ
マ
ン
館
、
渡
良
瀬
遊
水
地

対
ど
な
た
で
も
可
定
20
名（
先
着
順
）

儡
無
料（
資
料
代
は
実
費
負
担
）

申�

５
月
31
日（
火
）ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

所

 

 

 

 

集合場所
作業範囲

 

駐車場

野木小学校

国
道
４
号

 

日　時 テーマ / 内容
１ ６月５日（日）

10時〜
オリエンテーション
オリエンテーションを行います

２ ６月 18日（土）
10時〜

渡良瀬遊水地全般
渡良瀬遊水地全般について

３ 7月２日（土）
10時〜

野木町散策
野木町関連施設について

４ ７月 30日（土）
10時〜

渡良瀬遊水地　ヨシ体験
ヨシ紙作り体験

５ ８月 27日（土）
10時〜

渡良瀬遊水地の歴史
渡良瀬遊水地と谷中村の歴史について

６ ９月 24日（土）
10時〜

渡良瀬遊水地の植物
渡良瀬遊水地の植物について

７ 10月８日（土）
10時〜

渡良瀬遊水地の昆虫
渡良瀬遊水地の昆虫について

◎渡良瀬遊水地ボランティア養成講座プログラム

※内容・日程については、都合により変更することがあります。

容



（１７）

店
で
き
る
方
が
優
先
。

応
募
方
法

　

○�

「
ふ
れ
あ
い
模
擬
店
出
店
申
込

書
」「
取
扱
食
品
概
要
書
」「
取

扱
食
品
概
要
附
則
事
項
」
を
全

て
記
入
の
上
、
事
務
局
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

　

※�

書
類
等
は
産
業
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

　

○�

飲
食
店
営
業
許
可
や
製
造
許
可

な
ど
を
お
持
ち
の
場
合
、
そ
の

写
し
も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
�

５
月
２
日（
月
）～
18
日（
水
）に
問

い
合
わ
せ
先
へ

「
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ア
ン

ケ
ー
ト
」協
力
者
募
集

問
栃
木
県
広
報
課

　
　
撒
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
意
識

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
県
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
県
内
在
住
の
満
16
歳

以
上
の
方
で
月
１
回
程
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。(http://w

w
w
.pref.tochigi.lg.

jp/c05/pref/kouhou/iken/anke.htm
l)

お知らせ
第
25
回
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

「
ふ
れ
あ
い
模
擬
店
」募
集

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
57
）４
１
５
３

　

７
月
22
日（
金
）～
24
日（
日
）

　

�

９
時
～
17
時
（
23
日
は
打
上
花
火

開
催
日
の
た
め
20
時
ま
で
）

募
集
数
及
び
内
容

　

８
張（
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
４
台
、
イ

ス
２
脚
、
コ
ン
セ
ン
ト
４
は
主
催
者
で
用

意
。
電
気
量
は
使
用
制
限
が
有
り
ま
す
）

対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る

　

○�

野
木
町
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
団
体

　

○�

野
木
町
に
あ
る
飲
食
店
・
事
業
所

　

※�

商
工
会
に
入
会
さ
れ
て
い
る
方
以
外

　

○�

過
去
の
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
出
店
し
た
実
績
の
あ
る

団
体
・
事
業
所

応
募
条
件

　

○
実
施
要
領
を
遵
守
す
る
こ
と

　

※�

実
施
要
領
は
産
業
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

　

○�

参
加
決
定
後
に
開
催
さ
れ
る
出

店
者
会
議
に
参
加
す
る
こ
と

　

○�

こ
ち
ら
が
指
定
す
る
必
要
な
備

品
を
用
意
す
る
こ
と

出
店
料　

１
日
あ
た
り
千
円

選
定
方
法

　

○�

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選（
又

は
調
整
）を
行
い
ま
す
。

　

○�

３
日
間（
夜
ま
で
含
む
）全
て
出

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
募
集

問
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（
57
）４
１
３
４

　

町
で
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
、
技
術

的
・
デ
ザ
イ
ン
的
助
言
を
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名　
　
　

募
集
要
件

　

�

町
内
在
住
者
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
精
通
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
技
術
を
有
す

る
方

委
嘱
期
間　

平
成
28
年
度
末
日

業
務
内
容

　

○�

現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

に
関
す
る
助
言
・
提
言

　

○�

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す

る
助
言
・
提
言

提
出
書
類　

履
歴
書（
市
販
品
）

選
考
方
法　

書
類
審
査
・
面
接

募
集
期
間　

５
月
20
日（
金
）【
必
着
】

提�

出
先　

野
木
町
総
合
政
策
部
政
策

課
広
報
広
聴
係

不
正
け
し
撲
滅
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

撒
０
２
８
５（
２２
）６
１
１
９

　

け
し
の
仲
間
に
は
法
律
で
栽
培
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
管
内
で
沢
山
の
不
正
け
し

が
見
つ
か
り
、「
ア
ツ
ミ
ゲ
シ（
セ

テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）」（
写
真
）
と
「
ケ

シ（
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
）」
が
あ
り

ま
し
た
。 

繁
殖
力
が
強
く
、
雑
草

に
混
ざ
っ
て
自
生
し
て
い
ま
す
。
不

正
け
し
が
ご
家
庭
に
自
生
し
た
場
合

は
、
抜
去
し
処
分
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

 

ま
た
外
で
不
正
け
し
を
見
か
け
た

り
、
鑑
別
に
迷
っ
た
と
き
は
県
南
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

日

申

種類 ケシ アツミゲシ
草丈 １００〜１６０cm ５０〜１００cm

茎の特徴 無毛であり、あっても極めて少ない
葉の色 キャベツの様な白緑色

葉の特徴

①ふちはノコギリ
　の様に不規則な
　ギザギザ
②柄がなく、茎を
　包み込んでいる

①葉の切れ込みが
　やや深い
②葉の大きさがケ
　シよりも小型

花の色 赤、桃 薄紫
花びら ４枚、八重 ４枚

▲アツミゲシの花



（１８）

お知らせ

朽
子
、（
田
沼
東
中
）亀
山
雄
児

養
護
教
諭

▽
野
木
中（
大
平
中
央
小
）渡
邉
典
子

▽
野
木
二
中（
間
々
田
東
小
）五
十
畑

京
子

主
事

▽
佐
川
野
小（
新
規
採
用
）山
本
涼
一

転
出　
　
　
　

 （　
）
内
は
転
出
校

校
長

▽
佐
川
野
小（
羽
川
西
小
）諸
澤
典
昭

▽
南
赤
塚
小（
下
都
賀
教
育
事
務
所
）

石
﨑
雅
也

教
諭

▽
友
沼
小（
緑
小
）大
島
亨
▽
佐
川
野

小（
大
谷
東
小
）関
裕
美
、
▽
南
赤
塚

小（
城
山
東
小
）鈴
木
恵
理
▽
新
橋
小

（
野
木
町
教
委
）中
島
亮
一
、（
大
平

中
央
小
）覚
本
綾
、
▽
野
木
中（
南
河

内
二
中
）中
里
篤
、（
台
北
日
本
人
学

校
）中
村
美
奈
子
、（
壬
生
中
）森
弥
生

▽
野
木
二
中（
藤
岡
一
中
）瓦
井
郁
夫
、

（
小
山
中
）金
枝
一
、（
岩
舟
中
）濱
﨑

愼
一
、（
佐
野
付
属
中
）小
荷
田
一
浩
、

（
石
橋
中
）柴
栄

養
護
教
諭

▽
佐
川
野
小（
小
山
城
南
小
）新
村
み

ど
り

退
職
【
３
月
３１
日
付
】

校
長

▽
野
木
中
／
栗
林
孝

（
教
頭
・
教
諭
の
退
職
は
次
の
頁
へ
）

町
職
員
の
異
動

【
４
月
１
日
付
】
○
は
昇
格

部
長
級

▽
総
合
政
策
部
長
／
○
老
沼
和
男
▽

町
民
生
活
部
長
／
○
伏
木
富
男
▽
産

業
建
設
部
長
／
○
舘
野
正
文
▽
教
育

次
長
／
真
瀬
栄
八

課
長
級

▽
総
務
課
長
／
○
寺
内
由
一
▽
政
策

課
長
／
○
寳
示
戸
浩
▽
未
来
開
発
課

長
／
大
高
隆
▽
税
務
課
長
／
山
中
修

▽
住
民
課
長
／
黒
須
勝
美
▽
産
業
課

長
／
○
酒
井
浩
章
▽
上
下
水
道
課
長

／
町
田
功
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
／
栗
田
幸
一
▽
議
会
事
務
局
長
／

青
木
功
▽
こ
ど
も
教
育
課
長
／
○
田

村
君
恵
▽
生
涯
学
習
課
長
／
赤
坂
孝

夫課
長
補
佐
級

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
秘
書
係
長
／
○

遠
藤
正
博
▽
未
来
開
発
課
長
補
佐
兼

開
発
推
進
係
長
／
○
小
沼
洋
司
▽
税

務
課
長
補
佐
兼
収
税
係
長
／
○
岡
田

辰
夫
▽
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
健
康

増
進
係
長
／
○
柿
沼
好
江
▽
健
康
福

祉
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
／
○

青
木
玲
子
▽
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼

高
齢
対
策
係
長
／
○
舘
野
宏
久
▽
生

活
環
境
課
長
補
佐
兼
生
活
環
境
係
長

／
潮
和
巳
▽
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
長
／
石
塚
慶
一

教
職
員
の
異
動（
敬
称
略
）

【
４
月
１
日
付
】

町
内
異
動
と
他
市
町
か
ら
の
転
入

（　
）
は
前
任
校

校
長

▽
佐
川
野
小（
部
屋
小
）瀬
戸
栄
▽
南

赤
塚
小（
野
木
中
）大
澤
治
亮
▽
野
木

中（
間
々
田
中
）中
島
聖
巳

教
頭

▽
新
橋
小（
新
橋
小
）菊
池
文
子
▽
野

木
中（
野
木
町
教
委
）中
田
隆
▽
野
木

二
中（
大
平
中
）橋
本
宣
昭

教
諭

▽
友
沼
小（
南
赤
塚
小
）山
畑
俊
治
▽

野
木
小（
新
橋
小
）
舩

渡

川

勉

、

（
新
規
採
用
）橋
本
裕
利
▽
佐
川
野

小
（
城
北
小
）森
川
陽
子
、（
旭
小
）関

尚
美
、（
南
赤
塚
小
）齊
藤
守
弘
、（
新

規
採
用
）立
花
里
奈
▽
南
赤
塚
小（
緑

小
）生
澤
昌
幸
、（
佐
川
野
小
）渡
邉
徹
、

（
新
橋
小
）櫻
井
朝
美
、（
新
規
採
用
）

鈴
木
舞
花
▽
新
橋
小（
南
赤
塚
小
）森

美
代
子
、
（
南
赤
塚
小
）関
根
和
洋
、

（
赤
麻
小
）大
類
竜
矢
、（
新
規
採
用
）

大
塚
尚
、（
新
規
採
用
）志
田
雪
乃
▽

野
木
中（
野
木
二
中
）浅
香
裕
子
、（
藤

岡
二
中
）山
崎
亜
希
子
、（
新
規
採
用
）

石
内
宏
幸
、（
新
規
採
用
）新
村
道
郁

▽
野
木
二
中（
野
木
中
）中
村
千
江
美
、

（
小
山
三
中
）
西
村
季
好
、（
野
木
中
）

津
村
宏
、（
小
山
城
南
中
）
山
田
不

▽
産
業
課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長

／
○
真
瀬
英
樹
▽
上
下
水
道
課
長
補

佐
兼
業
務
係
長
／
○
森
洋
美
▽
上
下

水
道
課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長
／
○

岡
部
浩
一
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長

補
佐
兼
庶
務
農
地
係
長
／
○
猪
瀬
千

恵
子
▽
こ
ど
も
教
育
課
副
主
幹（
指

導
主
事
）／
中
島
亮
一

係
長
級

▽
総
務
課
人
事
給
与
係
長
／
平
澤
明

美
▽
総
務
課
庶
務
文
書
係
長
／
○
中

山
香
▽
政
策
課
広
報
広
聴
係
長
／
○

近
藤
亘
▽
未
来
開
発
課
ふ
る
さ
と
係

長
／
小
泉
晴
雄（
再
任
用
）▽
住
民
課

住
民
戸
籍
係
長
／
○
新
里
百
合
子
▽

住
民
課
給
付
・
年
金
係
長
／
○
篠
原

祐
子
▽
生
活
環
境
課
付
係
長
小
山
広

域
保
健
衛
生
組
合
派
遣
／
○
間
明
田

勝
利
▽
産
業
課
農
業
振
興
係
長
／
相

川
卓
也
▽
上
下
水
道
課
水
道
係
長
／

清
水
義
勝
▽
会
計
課
会
計
係
長
／
遠

藤
操
▽
こ
ど
も
教
育
課
子
育
て
支
援

係
長
／
○
横
山
幸
博
▽
生
涯
学
習
課

交
流
セ
ン
タ
ー
係
長
／
舘
野
清（
再

任
用
）　

※
紙
面
の
都
合
上
係
長
級
以
上
の
お

知
ら
せ
と
し
、
前
任
も
省
略
し
ま
す
。

退
職
者
【
３
月
３１
日
付
】

大
森
和
男
、
小
泉
晴
雄
、
渡
辺
郁
郎
、

上
原
栄
、
田
村
正
志
、
馬
場
ハ
ル
ミ
、

菅
原
清
美
、
加
藤
里
枝　

以
上
８
名

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申



（１９）

お知らせ
教
頭

▽
新
橋
小
／
斎
藤
み
ど
り
、
野
木
二

中
／
杉
内
一
恵

教
諭

▽
野
木
小
／
出
井
亨
子
、
斎
藤
玲
子

▽
佐
川
野
小
／
竹
之
内
敬
子

▽
南
赤
塚
小
／
関
政
子

▽
野
木
中
／
横
田
一
成
、
下
村
は
る

み養
護
教
諭

▽
野
木
中
／
岸
初
江

▽
野
木
二
中
／
岡
部
純
子

消
防
団
員
の
異
動
（
敬
称
略
）

退
団
者

▽
本
部
分
団
／
渡
邉
昌
文
（
団
員
）

／
相
田
哲
也
（
団
員
）
▽
第
２
分
団

／
根
岸
貴
宏
（
団
員
）
／
熊
倉
一
義

（
団
員
）
／
水
上
裕
之
（
団
員
）
▽

第
３
分
団
／
田
宮
靖
史
（
班
長
）
▽

第
４
分
団
／
老
沼
哲
也
（
分
団
長
）

／
尾
花
章
宏
（
団
員
）
／
川
口
裕
輝

（
団
員
）
▽
第
６
分
団
／
長
澤
優
（
団

員
）
／
長
澤
亮
（
団
員
）
／
七
五
三

掛
孝
夫
（
団
員
）

新
入
団
員

▽
本
部
分
団
／
小
林
大
輔
／
永
田
明

也
▽
第
２
分
団
／
加
藤
裕
一
／
神
原

良
太
／
前
澤
亮
介
▽
第
３
分
団
／
大

髙
徹
▽
第
４
分
団
／
岩
﨑
千
昌
／
金

原
寛
／
岩
瀬
泰
輔
▽
第
６
分
団
／
工

藤
啓
太
／
竹
内
優
介
／
舘
野
友
弥

※
退
団
者
・
新
入
団
員
の
辞
令
交
付

式
は
、
４
月
３
日
町
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

平
成
28
年
度
幹
部
役
員

◇
団
長
／
小
野
善
行

◇
副
団
長
／
大
森
健
雄
／
川
島
進

◇�

本
部
団
員
／
大
髙
和
広
／
菅
谷
正

弘
／
新
井
直
／
中
村
英
樹
／
知
久

敦
則

◇�

分
団
長
▽
本
部
分
団
／
須
見
俊
光

▽
第
１
分
団
／
海
老
沼
直
之
▽
第

２
分
団
／
海
老
沼
高
行
▽
第
３
分

団
／
田
村
真
一
▽
第
４
分
団
／
寳

示
戸
寿
弘
▽
第
６
分
団
／
金
子
雅

俊
◇�

副
分
団
長
▽
本
部
分
団
／
栗
野
智

和
▽
第
１
分
団
／
荒
井
秀
明
▽
第

２
分
団
／
野
口
貴
人
▽
第
３
分
団

／
眞
瀬
雄
司
▽
第
４
分
団
／
大
森

寛
▽
第
６
分
団
／
新
井
元
之
助

統
計
調
査�

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス 

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（
57
）４
２
１
６

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
事
業
所
・

企
業
の
経
済
活
動
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
平
成
28
年
６
月
１
日（
水
）

を
基
準
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
す
べ

て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
が
調
査
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
社
会
経
済
の
発

展
を
支
え
る
基
礎
資
料
と
し
て
広
く

利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
票
の
配
布

　

�

５
月
20
日（
金
）
か
ら
５
月
31
日

（
火
）ま
で
の
間
に
調
査
員
が
対
象

事
業
所
・
企
業
を
訪
問
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｉ
Ｄ
・
調
査
票
を
お

渡
し
し
ま
す
。

回
答
方
法

　

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
し
く
は
紙
の

調
査
票
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

回
答
期
限

○�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
希

望
さ
れ
る
場
合
、
５
月
20
日（
金
）

か
ら
６
月
７
日（
火
）ま
で
の
間
に

ご
回
答
く
だ
さ
い
。

○�

紙
の
調
査
票
で
の
回
答
を
希
望
さ

れ
る
場
合
、
調
査
員
が
再
度
訪
問

し
て
調
査
票
を
回
収
い
た
し
ま
す

の
で
、
都
合
の
い
い
日
時
を
調
査

員
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

統
計
調
査�

国
民
生
活
基
礎
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

問
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（
57
）４
２
１
６

　

６
月
２
日（
木
）を
基
準
日
に
国
民

生
活
基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、保
健
・
医
療
・
福
祉
・

年
金
・
所
得
等
国
民
生
活
の
基
礎
的

事
項
を
調
査
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま

す
。
野
木
町
に
お
住
ま
い
の
一
部
地

域
の
人
・
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
世
帯
に
調
査
員
が
直
接
訪
問

し
、
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

調
査
事
項

　

①
世
帯
に
つ
い
て
②
健
康
に
つ
い

て
　

③
介
護
に
つ
い
て

※�

①
お
よ
び
②
は
調
査
地
区
に
住
む

全
世
帯
、
③
は
調
査
地
区
に
住
む

介
護
保
険
法
の
要
介
護
者
又
は
要

支
援
者
の
い
る
世
帯
が
調
査
対
象

に
な
り
ま
す
。

調
査
対
象
地
区　

　

次
の
地
図
の
地
域
に
な
り
ま
す
。



（２０）

お知らせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

撒（
５６
）２
１
３
７

興
新
規
会
員
募
集

　

新
規
会
員
の
入
会
説
明
会
を
左
記

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
入
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
電
話
連
絡
の
上
お
越

し
下
さ
い
。

入
会
資
格
は
、野
木
町

在
住
で
、
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
で
す
。
特
に「
障
子
・

襖
・
網
戸
」、「
農
作
業
」、「
屋
内
清
掃
」

及
び「
家
事
援
助
」の
で
き
る
方
を
募

集
中
で
す
。

ま
た
、女
性
の
方
の
入

会
は
大
歓
迎
で
す
。

◎
入
会
説
明
会

所
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

（
ホ
ー
プ
館
南
側
）

日
５
月
12
日（
木
）１４
時
～
１５
時
３０
分

　
　
　
　
　
　
　

（
筆
記
用
具
持
参
）

興
刃
物
研
ぎ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
ま

か
せ
頂
け
れ
ば
昔
の
切
れ
味
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

依
頼
下
さ
い
。

所
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

日
５
月
20
日（
金
）10
時
～
15
時

儡
包
丁
類�

２
０
０
円
～

　

ハ
サ
ミ
類�

６
０
０
円
～

　

鎌
・
ナ
タ
類�

３
０
０
円
～

５
月
12
日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」で
す

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
７
２

　

民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が

委
嘱
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
委
員
は
、

児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て
民
生
委
員
が

兼
ね
て
お
り
、
児
童
福
祉
問
題
を
専

門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
も
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
野
木
町
民
生
委
員
児
童
委

員（
主
任
児
童
委
員
を
含
む
）は
、「
広

げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や

り
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、

相
談
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
お
手
伝
い
な
ど
、
住
み
よ
い

地
域
、
明
る
い
地
域
つ
く
り
を
目
指

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
区
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は

○�

安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
出

来
る
地
域
社
会
つ
く
り

○
地
域
社
会
で
の
孤
立
・
孤
独
を
な
く
す
運
動

○�

児
童
虐
待
や
犯
罪
被
害
な
ど
か
ら
、

子
供
を
守
る
取
り
組
み

○
生
活
困
難
家
庭
と
地
域
社
会
の
つ
な
ぎ
役

○�

災
害
時
に
要
援
護
者
の
安
否
確
認
等

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

お
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
地
域
の

担
当
民
生
委
員
に
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

※未定の地区につきましては、当面の間、町健康福祉課社会福祉係撒（57）4196で対応させていただきます。お困りの
事などがありましたらお気軽にご連絡ください。

担　　当　　区　　域 氏 名 担　　当　　区　域　 氏 名

本 新 田・ 下 影 ･ 角 新 田・ 上 羽 ヶ 田 殿塚　洋子 丸林東上１ 湯浅　實

中 古 屋 ・ 友 下 ・ 友 西 大草 久美子 丸 林 東 上 ２・ 丸 林 東 上 ３ 真瀬　清子

松原１ 山中　妙子 丸 林 東 中 １・ 丸 林 東 中 ２ 小林　幸夫

松 原 ２ ・ 松 原 ３ 野中　文夫 丸林東下１ 石田　由男

松 原 ４ 東 ( 南 )  7 班 ~ １ ２ 班 宇梶　節子 丸林東下２ 齊藤　逸郎

松原４東 ( 北 ) １班 ~ ６班・１３. １４班 横田　　隆 丸林東下３ 谷田部 秀雄

松原４西 菅野　由紀子 丸 林 東 下 ４・ 丸 林 東 下 ５ 三村　眞一

新 橋 西 １ ・ 芝 山 １ 平塚　四喜夫 丸林西上 坂倉　正祥

新橋西２ 関根　祐子 丸 林 西 中 １・ 丸 林 西 中 ２ 青木　彌生

新 橋 西 ３ ・ 芝 山 ２ 大川　由江 丸林西中３ 伏木　輝雄

卯ノ木１ 三木ひとみ 丸林西中４ 渡邉　文江

卯ノ木２ 猪野　敏子 丸 林 西 下 の 一 部 (387 〜 397) 諏訪　洋子

新橋東１・新橋東３・大塚２・ブルーミングガーデン 未　定 丸 林 西 下 の 一 部   (267.276.277.282 〜 284．
301.312.368 〜 370.384 〜 386.) プ レ シ ー ン

眞瀬　博行
新橋東２ 石川　眞知子

大塚１ 関根　富美子 潤 島 １・ 潤 島 ２・ 潤 島 ４ 青木　滿男

野木１の１・野木１の２・野木２・ひまわり団地 茅原　二三男 潤島３ 長島　　巖

野 木 ３ ・ 野 木 原 久米　初美 若林全域 舘野　純子

野 木 ４・ 野 木 ５・ 野 木 ６ 田部井　一男 佐川野全域 舘野 恵美子

野渡１・野渡２の１・野渡２の２・野渡３・野渡５ 植竹　博 川田全域 鈴木　清次

野渡４・富岡・野渡６・狐塚１・狐塚２・陽光台 島田　弓子 主任児童委員 小川　信子

矢 畑・ 中 根・ 御 門・ 中 谷 ( 全 域 ) 岡部　健一 主任児童委員 小俣　多美枝

座 又 ・ 北 斗 ・ 行 家 赤松　和子 主任児童委員 栗原　文子

中 之 内・ 篠 山 １・ 篠 山 ２ 髙橋　浩 主任児童委員 針谷　啓子

◎民生委員・児童委員名簿　(敬称略）



（２１）

お知らせ

　

猫
を
飼
っ
て
い
な
い
方

申
請
方
法

　

�

申
請
書
の
手
術
実
施
済
証
明
欄
に

獣
医
師
の
証
明
を
受
け
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
領
収
書
の
写
し
を

添
付
し
て
問
い
合
わ
せ
先
へ
。

※�

申
請
書
は
、
生
活
環
境
課
・
町
内

の
動
物
病
院
で
配
布
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒
（
57
）４
１
９
６

　

町
で
は
給
付
対
象
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
方
に
４
月
中
旬
に
申
請
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
が
届
い
て
い
る
方
は
早
め

に
申
請
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

対
象
者

　

・�

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
対
象
者（
平
成
27
年
１
月
１

日
に
野
木
町
に
住
民
票
が
あ
る

方
）

　

・�

平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
に

な
る
方（
昭
和
27
年
４
月
１
日

犬
猫
の
避
妊
手
術
費
用
の

一
部
助
成
を
始
め
ま
し
た

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）４
１
３
１

　

犬
猫
の
適
正
な
飼
い
方
へ
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
や
、不
幸
な
野
良
犬
・

野
良
猫
を
抑
制
し
、
町
民
の
快
適
な

生
活
を
図
る
た
め
に
、
飼
い
犬
・
飼

い
猫
に
つ
い
て
避
妊
手
術
費
用
の
一

部
助
成
を
始
め
ま
し
た
。

助
成
額

　

牝
犬　

５
千
円

　

牝
猫　

４
千
円

※�

毎
年
度
１
世
帯
当
り
牝
犬
ま
た
は

牝
猫
い
ず
れ
か
１
頭
と
な
り
ま
す
。

※�

予
算
の
範
囲
内
で
の
助
成
と
な
り

ま
す
。

助
成
条
件

　

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
方

・
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

　

れ
て
い
る
方

・
町
内
に
お
い
て
、
牝
犬
ま
た
は

　

牝
猫
を
飼
っ
て
い
る
方

・
牝
犬
の
場
合
、
補
助
対
象
年
度

　

に
お
い
て
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

　

射
を
受
け
て
い
る
方

・
飼
い
主
お
よ
び
同
居
す
る
家
族

　

全
員（
同
一
世
帯
）が
町
税
等
を
完

　

納
し
て
い
る
方

・
獣
医
師
に
よ
り
避
妊
手
術
を　

　

行
っ
た
方

・
販
売
を
目
的
と
し
て
犬
ま
た
は

生
ま
れ
ま
で
の
方
）

申
請
期
限

　

平
成
28
年
６
月
30
日（
木
）ま
で

　

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

支
給
額　

３
万
円

　

※�

受
付
し
て
か
ら
支
給
す
る
ま
で

２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

必
要
書
類

　

○
申
請
書

　

○�

本
人
確
認
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証･

健
康
保
険
証
等
）
の

写
し

　

○�

振
込
口
座
が
分
か
る
書
類(

預

金
通
帳
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

等)

の
写
し

　

※�

平
成
27
年
度
に
臨
時
福
祉
給
付

金
を
受
け
た
振
込
口
座
と
同
一

の
場
合
は
提
出
不
要
で
す
。

申
請
方
法　

窓
口
持
参
ま
た
は
郵
送

　

※�

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
申
請
書

と
必
要
書
類
を
返
送
。

「
き
ら
り
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
き
ら
り
館
」
撒（
23
）１
２
３
１

興
押
し
花
体
験
教
室

　

「
余
暇
を
活
用
し
た
い
」、「
何
か

興
味
を
持
ち
た
い
」
な
ど
の
ご
希
望

を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、
き
ら
り
館
で

押
し
花
絵
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
５
月
17
日（
火
）10
時
～
12
時

　

(

毎
月
第
３
火
曜
日)

所
き
ら
り
館　

対
町
在
住
在
勤
の
方

儡
無
料

講
師　

　

押
し
花
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ル
ド

　

秋
元
弘
美　

さ
ん

申
不
要

　

�

見
学
も
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
、

お
気
軽
に
お
立
ち
よ
り
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
で
は
、

『
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
県
民
税
』

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
か
ら
年
間
７
０
０
円
ご
負
担
い
た
だ
き
、

荒
廃
し
た
森
林
の
整
備
や
木
を
使
う
こ
と
の
大
切
さ
の
普

及
啓
発
な
ど
、
大
切
な
森
林
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た

め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
問
県
南
環
境
森
林
事
務
所
環
境
部
環
境
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
２
８
３
（
２
３
）
１
４
４
１ 

※ 「
町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況
」は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
�



（２２）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

「
野
渡
橋
」開
通
の
お
知
ら
せ

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

撒（
57
）４
１
５
５

　

野
木
町
と
渡
良
瀬
遊
水
地
を
結
ぶ

「
野
渡
橋
」が
５
月
10
日
よ
り
開
通
し

ま
す
。
徐
行
・
安
全
運
転
に
心
掛
け

自
己
責
任
に
お
い
て
通
行
を
お
願
い

し
ま
す
。

通
行
期
間
・
通
行
時
間

３
月
～
10
月　

９
時
30
分
～
17
時

　
　
　

11
月　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

12
月
～
２
月　

９
時
30
分
～
16
時

県
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　
　

撒
０
２
８
２（
23
）３
４
１
１

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
火
）で
す
。
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。金
融
機
関
、郵
便
局
の
他
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
預
金
口
座

か
ら
の
振
替
納
付
の
他
、
平
成
28
年

度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、
ペ
イ
ジ
ー

納
付
も
で
き
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
大
学
校
第
38
期
生
募
集

問
中
央
校
撒
０
２
８（
６
４
３
）３
３
９
０

　

南
校
撒
０
２
８
２（
２２
）５
３
２
５

授
業
時
間

　

１
日
４
時
間　

概
ね
週
１
回

　

（
２
年
間
で
３
２
０
時
間
）

　

１０
時
～
１２
時
・
１３
時
～
１５
時

学�

習
年
限　

２
年
間
（
平
成
28
年
10

月
入
学
～
平
成
30
年
９
月
卒
業
）

授
業
料
等

　

年
額　

１
８
５
０
０
円

　

資
料
等　

年
額　

２
０
５
０
円

※�

授
業
教
材
費
・
学
生
自
治
会
費
・
ク
ラ

ブ
活
動
費
・
交
通
費
等
は
自
己
負
担

応
募
資
格

・
６０
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
方

・
地
域
活
動
に
意
欲
の
あ
る
方

募
集
期
間　

  

６
月
１
日（
水
）～
30
日
（
木
）

入
学
願
書
配
布
・
提
出
先

　

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

入
学
を
希
望
す
る
シ
ル
バ
ー
大
学
校

説
明
会

▽
中
央
校（
宇
都
宮
市
）

　

①
５
月
19
日（
木
）

　

②
６
月
６
日（
月
）

▽
南
校（
栃
木
市
）

　

①
５
月
18
日（
水
）

　

②
６
月
７
日（
火
）

※
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時

※�

必
ず
１
回
、
説
明
会
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

※
入
学
を
希
望
す
る
学
校
の
方
へ
当

　

日
直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
立
博
物
館
か
ら

の
お
知
ら
せ

問
栃
木
県
立
博
物
館

　
撒
０
２
８（
６
３
４
）１
３
１
１

　
興
第
１
１
４
回
企
画
展　
　
　
　
　

　

宇
都
宮
市
市
政
１
２
０
周
年
記
念

　

宇
都
宮
藩
主
戸
田
氏
～
そ
の
歴
史

と
文
芸
～

  

宇
都
宮
藩
主
を
最
も
長
く
務
め
た

戸
田
氏
の
歴
史
を
た
ど
る
と
と
も
に
、

彼
ら
が
残
し
た
文
芸
作
品
を
特
集
展

示
し
ま
す
。

　

「
厨
子
入
り
戸
田
忠
次
夫
妻
座
像
」

（
個
人
蔵
）、戸
田
忠
翰
筆「
白
兎
図
」

（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）、戸
田
忠
翰

筆「
風
牡
丹
図
」（
個
人
蔵
）な
ど
、約

１
０
０
点
を
展
示
予
定
。　

日
６
月
12
日（
日
）ま
で

※�

そ
の
他
関
連
行
事
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
地
元
優
先
日

問
渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　

撒
０
２
８
２（
６２
）１
５
１
５

利
用
日　

６
月
３
日（
金
）

　

６
１
０
０
円

　

（
プ
レ
ー
フ
ィ
・
食
事　

消
費
税
込
）

　

５
月
２０
日
ま
で
に
組
単
位
で
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
の
際
、「
地
元
優
先
日
利
用
」

　

と
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
の
ぎ
４
月
号
14
頁「
平
成
28

年
度
生
活
習
慣
病
健
診
の
お
知
ら

せ
」の
文
頭
で
、
集
団
健
診「
６
月
～

９
月
分
の
受
付
」と
あ
る
の
は
、「
６

月
～
８
月
分
の
受
付
」の
誤
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

人
権
標
語

　
　

見
つ
け
よ
う　

　
　
　
　

自
分
の
長
所　

み
ん
な
の
個
性

野
木
中
学
校　

大
お
お
も
り森　

恵え
り
か梨
香

（
２７
年
度
に
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

お知らせ



（２３）

と
ち
ぎ
ジ
�
ブ
モ
ー
ル
巡
回
相

談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
・
ぷ
ら
�
と
巡

回
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

問
栃
木
県
労
働
政
策
課
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
担
当

　
撒
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
６

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
応
援

隊
員
に
よ
る
就
労
に
関
す
る
巡
回
相

談
会
及
び
シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の
社

会
参
加
活
動
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
就
労
活
動
の
心
構
え
や
履

歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け
方
な

ど
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
も
併
せ
て

開
催
し
ま
す
。

申�

全
て
５
月
11
日（
水
）ま
で
に
町
産

業
課
撒（
57
）４
１
５
３
へ

○
講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、
月
曜

祝
日
を
除
く
８
時
30
分
か
ら
17
時

文
化
の
つ
ど
い
映
画
会

「
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
」

問
生
涯
学
習
課　

撒（
５７
）４
１
８
８

　

町
文
化
協
会
主
催
に
よ
る
協
会
員

と
町
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
映
画

会
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
５
月
15
日（
日
）

　

14
時
開
場　

14
時
30
分
上
映

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

容�

半
藤
一
利
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

を
基
に
し
た
群
像
歴
史
ド
ラ
マ
大

作
。
太
平
洋
戦
争
で
の
日
本
の
降

伏
決
定
か
ら
、
そ
れ
を
国
民
に
伝

え
た
玉
音
放
送
が
敢
行
さ
れ
る
ま

で
の
裏
側
を
見
つ
め
て
い
く
。

　

出
演
は
役
所
広
司
、
本
木
雅
弘
、

　

松
坂
桃
李
、
堤�

真
一
、
山
﨑�

努

儡
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

整
理
券
配
布
（
先
着
順
）

日
５
月
６
日（
金
）８
時
30
分
～

所
町
公
民
館

※
１
人
２
枚
ま
で

親
子
ゼ
ミ

「
野
木
・
ま
ち
な
か
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
２
０
１
６
」

問
町
公
民
館　
　

撒（
５７
）４
１
７
７

　　

野
木
町
公
民
館
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア（
Ｓ
Ｖ
Ｃ
）と
町
公
民
館
の
協

働
で
お
贈
り
す
る
、
豊
か
な
自
然
と

農
業
を
親
子
で
体
験
し
、
地
産
野
菜

を
味
わ
い
、
仲
間
を
作
り
、
ち
ょ
っ

と
学
ぶ
、
そ
ん
な
欲
張
り
な
講
座
で

す
。
田
舎
の
面
白
さ
、
楽
し
さ
を
農

業
体
験
を
通
し
て
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
鎧

日
・
容
上
記
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

対�

５
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者
の

ペ
ア（
祖
父
母
も
可
）

定
先
着
15
組（
30
人
）

儡
１
人
１
５
０
０
円

申�

５
月
６
日(

金)

～
20
日(

金)

（
月
曜

日
を
除
く
）参
加
費
を
添
え
て
、問

い
合
わ
せ
先
へ

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館　
　

撒（
５７
）４
１
７
７

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
５
月
１２
日（
木
）

　

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

　

５
月
２１
日（
土
）

　

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

所
町
公
民
館

※�

日
程
変
更
も
あ

り
ま
す
の
で
、

公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

生
涯
学
習

日　時 内　容 講　師

１ ６月 11 日（土）
10 時〜 12 時

開講式
有機無農薬の稲作「田植え」 舘野廣幸　氏

２ ７月２日（土）
10 時〜 12 時 水耕栽培トマトの収穫体験 針谷明彦　氏

３ ９月 17 日（土）
10 時〜 12 時 里山の不思議を観察 舘野孝良　氏

４ 10 月１日（土）
10 時〜 12 時

有機無農薬の稲作「稲刈り」 舘野廣幸　氏

５ 10 月 15 日（土）
10 時〜 12 時 ブロッコリーの収穫体験 老沼利治　氏

６ 11 月 20 日（日）
10 時〜 12 時 大根抜きとけんちん汁試食 知久善一　氏

７ 12 月３日（土）
10 時〜 12 時

収穫祭
「餅つきと地場野菜でのお雑煮づくり」
閉講式

SVC

◎「野木・まちなかグリーンツーリズム２０１６」プログラム

※日程・内容変更の場合があります。

５月 12 日（木）場所：役場新館第２会議室

10 時 30 分
〜 12 時

○巡回セミナー
テーマ「就職活動のノウハウ」

定員
15 名

13 時
　〜 16 時

○とちぎジョブモール巡回相談会
○とちぎ生涯現役シニア応援センター
ぷらっと巡回相談会

定員
各３名

※詳しくはお問い合わせください。

お知らせ・生涯学習



（２４）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

町
長
・
議
長
杯
争
奪
将
棋
大
会

問
町
将
棋
ク
ラ
ブ
役
員　

　

福
原　

撒（
５７
）１
１
７
２

　

長
島　

撒（
５６
）０
４
０
８

日
６
月
５
日（
日
）

　

９
時
受
付　

９
時
30
分
開
始

対
局　

５
戦
方
式（
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ
ス
分
け
）

　

Ａ
ク
ラ
ス（
参
段
以
上
）

　

Ｂ
ク
ラ
ス（
弐
段
以
下
）

　

段
級
差
が
あ
る
場
合
は
手
合
い
制

　

持
ち
時
間
30
分（
切
れ
た
ら
30
秒
）

参
加
料　

２
千
円（
昼
食
・
賞
品
他
）

賞　

１
位
～
３
位

　
　

参
加
賞（
入
賞
以
外
の
方
）

申�

５
月
24
日（
火
）～
６
月
３
日（
金
）

参
加
料
を
添
え
、町
公
民
館
へ
。

　

（
月
曜
日
を
除
く
９
時
～
１７
時
）

そ
の
他　

対
局
に
関
す
る
諸
規
定
は

　

当
日
会
場
で
発
表

ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ

問
町
公
民
館　
　

撒（
５７
）４
１
７
７

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ラ
ン
チ
を
作
り

ま
せ
ん
か
？

　

月
１
回
（
年
９
回
）、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
や
子
ど
も
達
の
交
流
を
大
切

に
し
た
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
①
５
月
２１
日（
土
）

　

１０
時
～
１２
時

　

「
た
け
の
こ
ご
飯
」と「
か
し
わ
も
ち
」

　

②
６
月
１１
日（
土
）

　

１０
時
～
１２
時

　

「
餃
子
ラ
イ
ス
」
と
「
ス
ー
プ
」

所
町
公
民
館　

調
理
室

対�

町
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

　

（
小
学
生
だ
け
の
参
加
も
可
）

定
20
名（
先
着
順
）

儡
１
人
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

講
師　

オ
ピ
ニ
オ
ン
友
の
会
会
員

申
①
５
月
６
日（
金
）～
１３
日（
金
）

　

②
５
月
６
日（
金
）～
２０
日（
金
）

　

参
加
費
を
添
え
て
町
公
民
館
へ

○ 

公
民
館
の
受
付
は
、月
曜
祝
日
を

除
く
８
時
30
分
～
１７
時

○ 

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
受

付
は
第
３
月
曜
日
、
土
日
祝
日
を
除

く
９
時
～
１７
時

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

肩
こ
り･

腰
痛･

転
倒
予
防

バ
ラ
ン
ス
運
動
教
室

問
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
撒（
57
）４
１
８
７

～
生
涯
の
楽
し
い
自
立
生
活
の
一
歩
へ
～

日�

５
月
２０
日
、
２７
日
、
６
月
３
日
、

１０
日　

毎
週
金
曜
日

　

全
４
回　

10
時
～
11
時
30
分

所
町
公
民
館　

第
１･

２
会
議
室

対
町
内
在
住
在
勤
者　

定
２０
名

儡
ク
ラ
ブ
会
員　

８
０
０
円

　

非
会
員　

１
６
０
０
円

講
師　

日
本
体
育
協
会
公
認
指
導
員

　

小
澤
洋
子
さ
ん

持�
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル(

教
室

で
使
用)
、運
動
の
出
来
る
服
装
、

　

シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

申�

５
月
６
日(
金)
～
13
日(

金)

に
問
い

合
わ
せ
先
へ

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
座

問
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ

　
　
　
　
　
　
　

撒（
57
）４
１
８
７

　　

姿
勢
を
整
え
身
体
の
内
側
か
ら
美

し
く･･･

腰
痛
、
肩
こ
り
予
防
、
ポ
ッ

コ
リ
お
な
か
を
ス
ッ
キ
リ
！
心
身
心

地
よ
い
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。　

日�

６
月
６
日
、１３
日
、２７
日（
全
３
回
）

　

月
曜
日　

13
時
30
分
～
15
時

所
町
公
民
館　

第
２･

３
和
室

対
町
内
在
住
者　

定
２０
名

儡
ク
ラ
ブ
会
員　

６
０
０
円

　

非
会
員　

１
２
０
０
円

講�

師　

Ｆ
Ｔ
Ｐ
認
定
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

菊
池
幸
子
さ

ん
持�

ち
物　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
タ

オ
ル
、飲
み
物

※�

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
、
バ
ス
タ
オ

ル
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い

申�

５
月
17
日(

火)

～
27
日(

金)

に
問
い

合
わ
せ
先
へ

ス
ポ
ー
ツ

生涯学習・スポーツ



（２５）

第
30
回
ザ
・
ウ
�
ー
キ
ン
グ

問
町
公
民
館　

撒（
５７
）４
１
８
７

日
５
月
２１
日（
土)

受
付
７
時
30
分
～

所
東
京
都
立
川
市　

　

国
営
昭
和
記
念
公
園

対
町
在
住
在
勤
者

儡
１
人
３
千
円

　

(

保
険
代
、バ
ス
代
等
含
む)

※
昼
食
は
各
自
で
用
意

定
40
名(

先
着
順)

申�

５
月
６
日(

金)

～
17
日(

火)

参
加
料

を
添
え
、問
い
合
わ
せ
先
へ

第
32
回
野
木
町
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
大
会

問
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

今
水
き
よ
子
撒
０
９
０（
８
０
８
３
）５
０
９
５

日
６
月
12
日(

日)

受
付
９
時
～

所
町
体
育
セ
ン
タ
ー

対�

野
木
町
及
び
周
辺
市
町
の
18
歳
以

上
の
女
子

申�

５
月
25
日(

水)

ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ

第
40
回
野
木
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

問
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　

片
山　

治　

撒（
57
）１
２
３
１

日
６
月
９
日(

木)

受
付
８
時
20
分

予
備
日　

６
月
10
日(

金)

所
あ
じ
さ
い
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対�

協
会
会
員
及
び
町
在
住
在
勤
者

儡
協
会
会
員　

無
料

　

一
般
参
加
者　

５
０
０
円

申 ���

６
月
１
日(

水)

ま
で
に
問
い
合
わ

　

せ
先
へ

第
30
回
野
木
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

問
町
公
民
館　

撒（
５７
）４
１
８
７

日
６
月
７
日（
火
）

　

ト
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
７
時
42
分
予
定

所
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

対
�18
歳
以
上
の
町
在
住
在
勤
者
及
び

　

そ
の
紹
介
者

定
２
０
０
名(

先
着
順)

競
技
方
法　

新
ペ
リ
ア
方
式

儡
１
人
１
５
０
０
円

　

プ
レ
イ
費　

９
５
０
０
円（
税
別
）�

※
プ
レ
イ
費
等
は
当
日
会
場
に
て
徴
収

申�

５
月
10
日(

火)

～
20
日(

金)

ま

で
に
参
加
料
を
添
え
問
い
合
わ
せ

先
へ

第
40
回
町
長
杯
争
奪
弓
道
大
会

問
町
弓
道
連
盟　

栗
田
秀
実　

　
撒
０
８
０（
１
１
６
０
）１
１
６
７

日
５
月
２２
日（
日)

受
付
８
時
～

　

開
会
式
９
時
～

所
町
弓
道
場

儡
千
円(

昼
食
代
を
含
む)

対�

一
般
、大
学
生(

高
校
生
以
下
は
不
可)

申 ���

５
月
13
日(

金)

ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ

第
38
回
野
木
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

問
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　

松
原　

正
代
撒（
５７
）９
２
０
９

日
５
月
２９
日(

日)

受
付
８
時
45
分
～

所
野
木
中
新
体
育
館

種�

目　

男
女
各
ダ
ブ
ル
ス(

Ａ･

Ｂ･

Ｃ
ク
ラ
ス)

儡
１
組
２
２
０
０
円(

当
日
徴
収)

申�

５
月
１
日(

日)

～
22

日(

日)

ま
で

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

問
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　

松
原　

正
代
撒（
５７
）９
２
０
９

日
６
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

　

各
土
曜
日（
全
４
回
）19
時
～

所
野
木
二
中
体
育
館

対
町
在
住
在
勤
者　

儡
無
料

持�

ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト（
貸
与
可)

、
運

動
の
出
来
る
服
装
、
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ

申�

５
月
15
日(

日)

～
６
月
３
日(

金)

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。

　モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月
　モノクロ半段枠（横８５㎜×縦４０㎜）　８,０００円／月
　※この記事のサイズが「半段枠」です。
　※審査の結果、掲載できない場合があります
　※詳しいことはお問い合わせください。

問総合政策部政策課（５７）４１３４

広　　告

せ
先
へ

スポーツ



（２６）

第
24
回
野
木
町
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
春
季
大
会

問
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

寺
内　

好
子
撒
０
９
０（
４
３
７
５
）１
０
３
１

日
６
月
１９
日（
日
）受
付
８
時
30
分
～

所
野
木
中
新
体
育
館

対
町
在
住
在
勤
者
、協
会
招
待
チ
ー
ム

儡
１
チ
ー
ム
千
円(

抽
選
会
時
に
徴
収)

抽
選
会　

　

６
月
３
日(

金)　

19
時
30
分
～　

　

町
公
民
館

そ
の
他

　

主
審
が
で
き
る
審
判
員
を
各
チ
ー

ム
１
名

申�

５
月
11
日(

水)

～
17
日(

火)

ま
で

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
13
回
野
木
町
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
夏
季
大
会

問
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

田
村
勝
美
撒（
５７
）１
１
８
５

日
６
月
１２
日（
日)

受
付
８
時
30
分
～

所
野
木
中
新
体
育
館

対�

高
校
生
以
上
の
男
女
チ
ー
ム

儡
１
チ
ー
ム
２
千
円(

当
日
徴
収)

申�

５
月
１
日(

日)

～
６

日(

金)

ま
で

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

出
演
者　

野
木
町
内
で
活
動
す
る
読

　

み
聞
か
せ
・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

※�

内
容
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

※�

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
図
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
掲
示
板
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

　

ひ
ま
わ
り
号
で
、
各
小
学
校
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
も
貸

し
出
し
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
児
童
書
が
中
心

で
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
貸
し
出
し

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

南
赤
塚
小　

５
月
１0
日(

火)

　
　
　
　
　

１３
時
５
分
～
１３
時
３０
分

友
沼
小　
　

５
月
１１
日(

水)

　
　
　
　
　

１２
時
４０
分
～
１３
時
２５
分

新
橋
小　
　

5
月
１３
日(

金)

　
　
　
　
　

１２
時
４０
分
～
１３
時
１０
分

佐
川
野
小　

５
月
１７
日(

火)

　
　
　
　
　

１２
時
50
分
～
１３
時
１５
分

野
木
小　
　

５
月
１９
日(

木)

　
　
　
　
　

１３
時
５
分
～
１３
時
４５
分

問
町
立
図
書
館
撒（
５７
）２
８
１
１

お
は
な
し
会

☆
グ
レ
ー
ス
森

日
５
月
６
日（
金
）１１
時
～
１１
時
３０
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

日
５
月
10
日（
火
）・
１７
日（
火
）

　
　

２４
日（
火
）・
３１
日（
火
）

　
　

１１
時
～
１１
時
２０
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　

♪
手
あ
そ
び

対
幼
児

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま

日
５
月
１４
日（
土
）１１
時
～
１１
時
３０
分

容
♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　

♪
工
作
等

対
４
歳
位
～
小
学
生

☆
昔
話
の
会

「
子
ど
も
の
た
め
の
お
は
な
し
会
」

―
グ
リ
ム
と
日
本
の
お
は
な
し
ー

日
５
月
８
日（
日
）１４
時
３０
分
～
１５
時

対
４
歳
位
～
小
学
生

プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ず
き
ん
」（
お
は
な
し
）

「
く
わ
ず
に
ょ
う
ぼ
う
」（
絵
本
）
他

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

　

で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で

あ
そ
ぼ
う
外

日
６
月
２
日（
木
）　

　

１１
時
～
１１
時
３０
分

所
２
階
ホ
ー
ル

対
０
歳
～　

申
図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話
。

主
催　

ひ
よ
こ
の
会
・
よ
ち
よ
ち
く

　

ら
ぶお

は
な
し
マ
ラ
ソ
ン

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
に

よ
り
リ
レ
ー
形
式
で
お
は
な
し
の
バ

ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
♪
好
き
な
時

間
に
好
き
な
だ
け
お
は
な
し
を
楽
し

ん
で
ね
♪

日
５
月
２２
日（
日
）

　

午
前
の
部　

１０
時
３０
分
～
１２
時

　

午
後
の
部　

１３
時
３０
分
～
１５
時

所
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

と
し
ょ
か
ん

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

スポーツ・としょかん



（２７）

図
書
館
シ
ネ
マ

　

大
人
向
け
の
映
画
会
を
開
催
し
ま

す
。

作
品
名

　

「
フ
ラ
イ
ト
」

　

「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ン
プ　

一
期

一
会
」
の
ロ
バ
ー
ト
・
ゼ
メ
キ
ス
監

督
が
デ
ン
ゼ
ル
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
主

演
に
、
12
年
ぶ
り
に
手
が
け
た
実
写

作
品
。
第
85
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
主

演
男
優
賞
、
脚
本
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
た
話
題
作
。

日
５
月
２８
日（
土
）　

　

１４
時
～
１６
時
１８
分

所
２
階
ホ
ー
ル

紙
芝
居
の
会
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

　

は
じ
め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
！
紙

芝
居
の
演
じ
方
を
楽
し
み
な
が
ら
学

ん
で
お
話
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

平
成
28
年
度
の
日
程

　

（
奇
数
月
の
第
２
木
曜
日
）

日�

５
月
12
日
・
７
月
14
日
・
９
月
８

日
・
11
月
10
日
・
平
成
29
年
１
月

12
日
・
３
月
９
日　

　

10
時
～
12
時

所
２
階
ホ
ー
ル

新
着
図
書
案
内

▽
一
般
書

○
汽
車
の
あ
っ
た
風
景　

東
日
本
篇

　
　
　
　
　

（
原
口��

隆
行
）
工
業

○
世
界
一
清
潔
な
空
港
の
清
掃
人

　
　

���　

�

（
新
津��
春
子
）
産
業

○
わ
た
し
の
宝
石

　
　
　
　
　

（
朱
川��

湊
人
）
小
説

○
ハ
ー
メ
ル
ン
の
誘
拐
魔

　
　
　
　
　

（
中
山��

七
里
）
小
説

○
孫
と
私
の
小
さ
な
歴
史

　
　
　

（
佐
藤��

愛
子
）
エ
ッ
セ
イ

▽
児
童
書

○
お
ば
け
の
ト
ケ
ビ
は
わ
す
れ
ん
ぼ
う

　

��　
　
　
　

（
李��

錦
玉
）
昔
話

○
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
そ
だ
て
よ
う

　

（
ビ
ビ
ア
ン
・
フ
レ
ン
チ
）よ
み
も
の

○
14
ひ
き
の
あ
さ
ご
は
ん

　
　
　
　

（
い
わ
む
ら
か
ず
お
）絵
本

　

14
ひ
き
の
ね
ず
み
シ
リ
ー
ズ（
全

１０
冊
）は
栃
木
県
の
作
者
の
本
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
資
料

　

検
索
↓
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
検

　

索
・
予
約
が
で
き
ま
す
。

講
師　

荒
木　

文
子
先
生

儡
１
回
５
０
０
円

お
問
合
せ　

　

桑
原　

貴
子
撒（
56
）２
１
３
４

申�

不
要
。
当
日
直
接
図
書
館
へ

ピ
ノ
キ
オ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

～
一
緒
に
読
み
聞
か
せ
を

　
　
　
　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か
～

問
田
中
五
十
鈴
撒（
５７
）９
９
２
０

　

林
幸
子
撒（
５６
）２
７
３
５

　　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ピ

ノ
キ
オ
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
本

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
た
め
、
図
書
館

で
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。　

　

い
っ
し
ょ
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「私の一冊」を大募集しています！

　「広報のぎ」では、読書のまち推進の一環として「私の一冊」を掲載しています。
心に残る大切な一冊をあげていただき、その本と出会った時の状況や影響を受けた

ことなど掲載してきました。

　今後、多くの町民の皆様の本との出会いをご紹介したいので、たくさんのご応募

お待ちしています。

　詳しい内容等は電話または町ホームページをご覧ください。

◆問い合わせ先　野木町立図書館

　　　　　　　　撒（５７）２８１１　死 tosyokan@town.nogi.lg.jp

としょかん



（２８）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

　

１
歳
～
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

　

２０
組
程
度　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
誕
生
会
４
月
、
５
月
生
ま
れ

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
♪
み
ん
な

で
祝
お
う
！

　

５
月
２３
日（
月
）

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

　

�

１
歳
～
就
学
前
の
誕
生
児
と
保
護

者

　

２０
組
程
度　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
マ
マ
と
お
部
屋
飾
り
作
り

　

５
月
２６
日(

木)

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分　

　

１
歳
～
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

　

２０
組
程
度　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
み
ん
な
で
お
部
屋
飾
り
作
り

　

５
月
２９
日(

日)
　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分　

　

小
学
生

　

２０
組
程
度　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
館
へ

　

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
親
子
の
ク
ッ
キ
ン
グ

　
　
も
ち
も
ち
ク
レ
ー
プ
作
り

　

も
ち
も
ち
ク
レ
ー
プ
っ
て
何
？
答

え
は
参
加
し
て
み
れ
ば
分
か
り
ま
す
。

ぜ
ひ
来
て
ね
～
♪　

　

５
月
１２
日（
木
）

　

１０
時
３０
分
～
１２
時

　

２
歳
～
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

　

１０
組
程
度

　

１
人
１
０
０
円

　

�

５
月
１
日（
日
）～
９
日（
月
）ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
児
童
館
へ

興
工
作
教
室

　
　

え
ん
ぴ
つ
立
て
を
作
ろ
う

　

年
度
初
め
の
工
作
は
鉛
筆
立
て
か

ら
挑
戦
し
よ
う
。　

　

５
月
１４
日（
土
）

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

　

小
学
生

　

２０
名
程
度　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
マ
マ
と
一
緒
にEnjoy

�English

　

遊
び
な
が
ら
英
語
を
覚
え
ち
ゃ
お
！

　

５
月
１９
日(

木)

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分　

こどもひろば

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

日 容 儡所 定対 申

儡

申日

儡

対申

日

新
橋
児
童
館

　
　
　
　
　
　

問
撒（
５７
）９
１
５
５

５
月
の
休
館
日

　

３
日（
火
）、４
日（
水
）、５
日（
木
）

　
興
乳
幼
児
教
室
ぴ
よ
ぴ
よ
組

　

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
憩
い
の
時
間

を
楽
し
み
に
来
て
下
さ
い
ね
。

　

５
月
１０
日
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　

１７
日
お
は
な
し
聞
い
て

　
　
　

２４
日
マ
マ
と
制
作　

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

　

（
全
火
曜
日
）　

　

１
歳
未
満
の
乳
児
と
保
護
者

　

２０
組
程
度　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
乳
幼
児
教
室
う
さ
ぎ
組

　

歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
お
芋
作
っ
て
、

今
月
も
楽
し
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

５
月
１１
日
レ
ッ
ツ
！
リ
ト
ミ
ッ
ク

　
　
　

１８
日
お
芋
作
り(

第
一
章)

　
　
　

２５
日
マ
マ
と
制
作

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

　

（
全
水
曜
日
）

　

１
歳
～
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

　

２０
組
程
度　
　

無
料

日

儡

対申日対 定

儡

定

申日儡 定 対申日

定 対

申

儡

定 対 日

儡

申日対定

儡

申定

興
お
は
な
し
ラ
ン
ド

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
お
は

な
し
で
す
。
ど
ん
な
内
容
か
楽
し
み

で
す
。

　

５
月
27
日(

金)

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

　

１
歳
～
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

　

２０
組
程
度　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

ウ
イ
ン
ナ
ー
チ
ー
ズ
ド
ッ
グ
作
り

　

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
美
味
し
い
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
の
ウ
イ
ン
ナ
ー
チ
ー

ズ
ド
ッ
グ
！
食
べ
た
ら
満
足
！
笑
顔

満
点
間
違
い
な
し
♡

　

５
月
２８
日(

土)

　

１０
時
３０
分
～
１２
時

　

小
学
生

　

１０
名
程
度

　

１
人
１
０
０
円

　

�

５
月
１
日（
日
）
～
２５
日（
水
）
ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
児
童
館
へ

　

(

電
話
不
可)

要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
児

童
館
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

儡

申日儡申 対定対

)

日対定



（２９）

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

問
撒（
５４
）１
４
４
０

５
月
の
休
館
日

　

３
日（
火
）、４
日（
水
）、５
日（
木
）

　

児
童
セ
ン
タ
ー
は
０
歳
～
18
歳
ま

で
の
方
及
び
そ
の
保
護
者
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。
各

種
各
年
齢
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
由

に
遊
ぶ
こ
と
も
出
来
る
施
設
で
す
の

で
是
非
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　興
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

普
段
は
あ
ま
り
出
来
な
い
ス
ポ
ー

ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。
今

回
は【
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
】で
す
。

　

５
月
１１
日(

水)

～
１３
日(

金)

　

①
１５
時
～
１５
時
３０
分

　

②
１５
時
３０
分
～
１６
時

　

③
１６
時
～
１６
時
３０
分

　

小
学
生
以
上　

　

①
～
③
の
時
間
各
１０
名
程
度

　

無
料

　

１
日(

日)

～
１０
日(

火)

電
話
可

興
楽
し
く
ス
タ
デ
ィ
ー

　

み
ん
な
が
使
っ
た
事
の
あ
る
『
ね

ん
ど
』
食
料
品
で
作
っ
て
み
よ
う
。

何
を
使
う
の
か
な
？

　

５
月
２０
日（
金
）１６
時
～
１７
時

　

�

今
年
度
４
歳
以
上
に
な
る
未
就
学

児
と
保
護
者　
　

無
料

持
ち
物　

水
分
補
給
の
も
の
、
汗
ふ

　

き
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

　

�

８
日（
日
）よ
り
（
電
話
可
）

興
ラ
ン
チ
会

　

普
段
は
出
来
な
い
か
ら
・
・
・
少

し
ゆ
っ
た
り
マ
マ
同
士
ラ
ン
チ
お

し
ゃ
べ
り
会
を
し
ま
せ
ん
か
？

お
子
様
は
、
ラ
ン
チ
の
後
先
生
た
ち

と
遊
ん
で
い
ま
す
よ
☆

　

６
月
３
日（
金
）

　

１１
時
～
１２
時
３０
分

　

幼
児
と
保
護
者　
　

１５
組
程
度

　

５
０
０
円

　

５
月
１６
日（
月
）よ
り
受
付
中
。

　

（
電
話
不
可
）

興
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

　

親
子
で
一
緒
に
楽
し
め
る
リ
ズ
ム

遊
び
を
行
い
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ

て
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
６
日（
月
）

　

１１
時
～
１１
時
３０
分

　

１
歳
～
３
歳
の
幼
児
と
保
護
者

　

２０
組
程
度　
　

無
料

持
ち
物　

水
分
補
給
の
も
の
、
汗
ふ

　

き
タ
オ
ル

　

�

１６
日（
月
）～
６
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
可
）

　

小
学
生
以
上　
　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で

持
ち
物　

手
拭
用
タ
オ
ル

　
興
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

５
月
の
心
地
よ
い
気
候
に
誘
わ
れ

て
、
ご
家
族
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？

　

５
月
２２
日（
日
）１１
時
～
１２
時

　

小
学
生
と
保
護
者　
　

無
料

持
ち
物　

水
分
補
給
の
も
の
、
汗
ふ

　

き
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

　

８
日（
日
）よ
り
受
付
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
可
）

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

オ
イ
ル
を
使
わ
な
い
マ
ッ
サ
ー
ジ

で
す
。
同
月
齢
の
お
友
達
と
楽
し
い

１
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
２５
日（
水
）

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分　
　
　
　

　

１２
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

　

２０
組　
　

無
料

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル　

１
枚

　
　
　
　

バ
ス
タ
オ
ル　
　
　

１
枚

　

８
日（
日
）よ
り
受
付
開
始

興
げ
ん
キ
ッ
ズ

　

今
回
は
『
ボ
ー
ル
』
で
遊
び
ま
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
お
友
達
の
参
加
お

待
ち
し
て
ま
す
。

　

５
月
２８
日（
土
）

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

☆
☆
幼
児
ク
ラ
ブ
ご
案
内
☆
☆

　

季
節
の
お
う
た
・
お
は
な
し
等
楽

し
い
内
容
で
み
ん
な
と
過
ご
す
１
時

間
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
見
て
く
だ

さ
い
。

よ
ち
よ
ち
ぐ
み
（
月
２
回
）

　

５
月
９
日（
月
）

　
　
　

２３
日（
月
）お
誕
生
日
会

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
１５
分

　

０
歳
～
１2
か
月
の
親
子

　

無
料

　

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ぐ
み
・
ひ
よ
こ
ぐ
み

○
ひ
よ
こ
ぐ
み

（
主
に
１
歳
・
２
歳
児
対
象
）

　

10
日（
お
誕
生
日
会
）

　

17
日
・
24
日
・
３１
日（
火
曜
日
）

○
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ぐ
み

（
主
に
３
歳
以
上
の
幼
児
対
象
）

　

12
日（
お
誕
生
日
会
）

　

19
日
・
26
日（
木
曜
日
）

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
１０
時
３０
分
～

　

１１
時
３０
分
で
お
こ
な
い
ま
す
。

※
両
ク
ラ
ス
と
も
対
象
年
齢
以
外
で

　

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

儡
無
料

申�

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

こどもひろば
日儡 対申日

申

儡

対日

儡

対日 申

儡

定日

申

儡

対日申

定

対日申 儡定 対

儡

対

日対日 申 儡

対申

日
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名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

幼 児 こ と
ば の 教 室

月～金曜日（祝日を除く）
　９時３０分～１２時
　１３時～１７時

幼児ことばの教室
（町武道館　裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など 言語聴覚士 幼児ことばの教室

撒（５７）４１８９

教 育 相 談
月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１２時
　１３時～１５時

町こども教育課
児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

相談員 こども教育課
撒（５７）４１６７

あ す な ろ
教 育 相 談

月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１２時
　１３時～１７時

あすなろ教室相談室
（町武道館裏）　　

不登校に関する相
談 相談員

あすなろ教育相談
室
撒（５７）４１８９

法テラス栃木
月～金曜日
　９時～１２時
　１３時～１５時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員 法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５

栃木県司法書
士 会 総 合 相
談 セ ン タ ー

【小山会場】
　毎月第３土曜日（要予約）
　１０時～１５時

【電話相談】
　毎週土曜日
　１０時～１５時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室

【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社関連、裁
判所手続関連、成年後見
関連の相談、供託、消費
者金融会社等の借金整理

司法書士 司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

働 く 人 の
メ ン タ ル
ヘ ル ス 相 談

毎月第４金曜日
　１３時３０分～１６時３０分

小山労政事務所
県庁小山庁舎３階

職場でストレスやメンタ
ルヘルス不調を抱えてい
る方、そのご家族や上司・
同僚の方からの相談

産業カウンセラー 小山労政事務所
撒０２８５（２２）４０３２

行政書士電話
相談センター

月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１７時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・遺言・
契約書・許認可 行政書士 行政書士会

撒０２８(６３５)１４１１

み ん な の
人 権１１０番

平日
　８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

近隣間のトラブル、高齢
者に対する虐待、障がい
者に対する差別や偏見な
どの相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

女 性 の 人 権
ホットライン

平日
　８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０
　　　（全国共通）

夫・パートナーからの暴
力やストーカー行為、女
性に対する差別など、女
性をめぐる様々な相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

Ｄ Ｖ 相 談 月～金曜日（祝日を除く）
　８時３０分～１７時１５分 町生活環境課

配偶者・パートナーから
の身体的、精神的、性的
などの暴力に対する相談

町職員
町民生活部生活環
境課
撒（５７）４１３２

子 ど も の
人 権１１０番

平日
　８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

児童虐待相談 月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　８時３０分～１７時１５分

町公民館内
　こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８

（休日・夜間）
児童虐待緊急ダイヤル
撒０２８（６６５）３６７７

児童虐待について
の相談・通告

町職員
相談員

こども教育課
撒（５７）４１３８

フ リ ー ダ イ
ヤ ル「 自 殺
予 防 い の
ち の 電 話 」

毎日１０日　８時
　　～１１日　８時

電話相談
撒０１２０（７３８）５５６ 自殺予防相談 相談員

栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（ ６２２）
７９７０

こ こ ろ の 耳 月～金曜日（祝日を除く）
　８時３０分～１７時１５分

インターネットでの
相談
http://kokoro.mhlw.
go.jp/

働く人のメンタルヘル
ス・ポータルサイト
心の健康確保と自殺や過
労死の予防

相談員　
（社）日本産業カウ
ンセラー協会
撒０３(５４０８)８６５１
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相談コーナー
名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

心配ごと相談５月 18 日（水）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００　

人権・行政合同
相 談

５月１１日（水）
９時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

人権侵害の悩みや
役所などが行って
いる仕事に対する
疑問や相談

人権擁護委
行政相談委員

町民生活部生活環境課
撒（５７）４１３２　

子育てサロン

５月１６日（月）
１０時～１２時 新橋児童館 子育てについて 子育てサロン相談員 新橋児童館

撒（５７）９１５５

５月２３日（月）
１０時～１２時 あかつか児童センター 子育てについて センター職員

子育てサロン相談員
あかつか児童センター
撒（５４）１４４０

行 政 書 士
専 門 相 談

５月２５日（水）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・随時受付先着４名

行政書士
行政書士会小山支部
撒 ０ ２ ８ ５（３２）
３０９０

法 律
（ 弁 護 士 ） 
相 談

５月１９日（木）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

財産・扶養・土地・金
銭貸借・賠償・離婚
などの問題に関す
る相談

弁護士 町社会福祉協議会
撒（５７）３１００　

野木町地域包括
支 援 セ ン タ ー

月～金曜日
　８時３０分～１７時１５分

（緊急時は上記以外でも）

友沼５８４０－７
町老人福祉センター

（ホープ館）

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

野木町地域包括
支援センター
撒（５７）２４００

ライフサポート
セ ン タ ー ゆ め

月～土曜日
　８時３０分～１７時３０分

丸林６３０－４
グランツブリーゼ

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

み ら い 月～金曜日
　１０時～１７時 丸林３７１－１２

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員 みらい
撒（５７）２６７３

健 康・育 児
相 談

毎週水曜日
（受付）９時３０分～１１時 町保健センター 健康・子育てにつ

いて
保健師
栄養士

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１

ボランティア
相 談

火～日曜日
　９時～１８時

町ボランティア
支援センター

（きらり館）
ボランティアにつ
いて コーディネーター

町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（２３）１２３１

野 木 町 障 が
い 者 虐 待 防
止 セ ン タ ー

（来所）月～金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　８時３０分～１７時１５分

（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

町職員 町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１９６

消費生活相談
平日
　９時～１２時
　１３時～１６時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル 相談員 町消費生活センター

撒（２３）１３３３

こころの相談５月 28 日（土）（要予約）
１０時～１２時 町保健センター メンタルヘルス相談 カウンセラー 町民生活部健康福祉課

撒（５７）４１７１

よりそいホッ
ト ラ イ ン２４時間いつでも 電話相談

撒０１２０（２７９）３３８
生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺念
慮などの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死 admin@279338.jp
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ゆ～らんど（野木町健康センター）　お知らせ

★日本矯体療術師協会指導者“日向野トシ先生”による手技療法治療を

　実施します。（毎週金曜日）

★馬場純子先生による‘やさしいヨガ教室’を開催しております。（毎週月曜日、10 時 30 分〜 11 時 30 分）

★のぎ健康院による“小顔矯正”を開催しております。（毎週土・日曜日、10 時 30 分〜）

★５月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）14 日（土）・15 日（日）・28 日（土）・29 日 ( 日 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《西那須野温泉大鷹の湯》

※開館時間 10 時〜 20 時　酒類の持ち込み禁止　　

※ゆ〜らんどに入館する際に入場料が必要になります。都合により変更、臨時休館になる場合がございます。

　詳しくはお問い合わせください。

住所　野木町南赤塚１５１４

電話　０２８０−５７−０７５５

指定管理者　宮ビルサービス㈱

休館日　火曜日

古河市（茨城県）

原画でたどる
永井路子『茜さす』の世界

　
現代と古代を交錯させながら描い
た小説『茜さす』の魅力を川崎鈴
彦氏の挿絵原画とともに紹介しま
す。
期間　５月 26 日（木）まで
　　　９時〜１７時
　　　※入館は 16 時 30 分まで
場所　古河文学館
費用　一般200 円、小中高生50 円
休館日　５月６日（金）
問　古河文学館撒０２８０（２１）１１２９

加須市（埼玉県）

第１回「全国こいのぼり写真
コンクール」作品募集

　全国各地の皆様からこいのぼりをモ
チーフとした写真を募集するコンクール
を開催します。
題材　子どもの健やかな成長を願い、
　　　家族の絆を深める「こいのぼ　
　　り」の写真　等
応募資格　特になし
応募方法　６月３０日（木）までに、問い
　　　　　合わせ先へ
表彰　 最優秀賞 １点（賞金 20,000円）、

優秀賞 ５点（賞金 7,000円）、入
選 ７点（賞金3,000円）他

※詳しくはお問い合わせください。
問　シティプロモーション課
　　　　　　　　撒０４８０（６２）１１１１

板倉町（群馬県）

春の揚舟　谷田川めぐり

船頭が一本の竹ざおを使い、木船
の揚舟を鮮やかに操船しながら谷
田川をゆっくりと周遊します。水
場いたくらの心休まる景色をお楽
しみください。

期間　５月1日（日）〜６月26日（日）
運航日　 土日祝日と５月１日から

５月８日までの毎日
運航場所　群馬の水郷
乗船料金　 一人１,000 円（小学生

以下無料）
出航時間　 10時、11時、12時、13時、14時、

15時、16時の１日７便
乗船時間　約 45 分
問　板倉町役場産業振興課　　　
　　撒０２７６（７０）４０４０

関東どまんなかサミット情報
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健康はよい睡眠から！
睡眠を見直しましょう！

問町民生活部健康福祉課撒（５７）４１７１

　睡眠には、心身の疲労を回復する働きがあります。皆さんも睡眠を見直し、

からだとこころの健康づくりを目指しましょう。

Q１．良い睡眠とは？必要な睡眠時間は？

　日中の眠気で困らない程度の自然な睡眠が一番大切です。必要な睡眠時間は人それぞれですが、睡眠

時間は加齢で徐々に短縮し、朝型化になります。

Q２．よい睡眠がもたらすメリットとは？

　からだとこころを健康にし、生活習慣病を予防します。

Q３．どうしたら良い睡眠がとれるの？

　朝、目が覚めたら日光を取り入れ、目覚めを促すためにしっかりと朝食をとりましょう。適度な運動

は寝付きを良くし、中途覚醒（夜中に目覚めてしまうこと）を減らします。睡眠薬代わりの寝酒は睡眠

を悪くするので控えましょう。規則正しい生活が一番ですが、寝床に入る時刻が遅れても、朝起きる時

刻は遅らせず、できるだけ一定に保ちましょう。

Q４．眠れない時はどうしたらよいの？

　眠れない、睡眠による休養感が得られない場合、こころのＳＯＳの場合があります。睡眠中の激しい

いびき・呼吸停止、手足のぴくつき・むずむず感や歯ぎしりは要注意です。

　眠っても日中の眠気や居眠りで困っている場合は専門家に相談しましょう。

参考：厚生労働省　健康づくりのための睡眠指針 2014　～睡眠 12 箇条～

健 の康 ぎタ をウ 目 しン 指 て １2

ご
存ぞ

ん

じ知
で
す
か
？ 

障し
ょ
う
が
い
し
ゃ

害
者
差さ

べ

つ別
解か
い
し
ょ
う
ほ
う

消
法

              

（
第
２
回
）

　

障
が
い
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は

「
障
害
者
基
本
法
」
に
お
い
て
、「
身

体
障
害
、知
的
障
害
、精
神
障
害
（
発

達
障
害
を
含
む
）
そ
の
他
の
心
身
の

機
能
の
障
害
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

障
害
及
び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
継
続

的
に
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相

当
な
制
限
を
受
け
る
状
態
に
あ
る
も

の
を
い
う
。」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
障
が
い
」
と
い
っ
て
も
そ
れ
ぞ

れ
違
い
が
あ
り
、
障
が
い
の
程
度
に

も
差
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
い
く
つ
か

の
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
人

「
ひ
と
り
ひ
と
り
」
に
対
す
る
合
理

的
配
慮
は
違
っ
て
き
ま
す
。

～
障
が
い
者
ご
と
の
合
理
的
配
慮　

　
　
　
　
　
　
　

肢
体
不
自
由
編
～

　

肢
体
不
自
由
と
は
先
天
性
の
疾
患

や
事
故
に
よ
り
、
手
足
や
体
の
運
動

機
能
に
障
が
い
が
生
じ
て
い
る
状
態

で
す
。
歩
く
、座
る
、手
や
指
を
使
っ

て
作
業
を
す
る
、
話
す
な
ど
日
常
の

さ
ま
ざ
ま
な
動
作
に
困
難
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
手
の
動
き
や
表
情
が
思

う
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
り
、
体
温

の
調
整
が
難
し
か
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

肢
体
不
自
由
の
人
が
困
っ
て
い
た
ら
…

◎�

車
い
す
を
使
っ
て
い
る
人
に
は
、

狭
い
通
路
や
わ
ず
か
な
段
差
で
も

大
き
な
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

お
店
な
ど
で
は
、
ド
ア
の
開
閉
や

高
い
場
所
、
低
い
場
所
の
も
の
を

取
る
の
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

樫�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
環
境
整

備
も
必
要
で
す
が
、
助
け
が
必
要

な
場
合
は
車
い
す
を
押
す
、
物
を

代
わ
り
に
と
っ
て
あ
げ
る
等
の
サ

ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

肢
体
不
自
由
の
人
の
中
に
は
ス

ム
ー
ズ
に
話
し
た
り
、
文
字
を
書

く
、
お
金
を
取
り
出
す
な
ど
と

い
っ
た
手
や
指
を
使
う
細
か
な
作

業
を
す
る
こ
と
に
不
便
を
抱
え
て

い
る
人
が
い
ま
す
。

樫�

筆
談
の
た
め
の
メ
モ
や
筆
談
ボ
ー

ド
を
使
っ
て
要
件
を
確
認
し
た
り
、

手
助
け
が
必
要

か
尋
ね
る
等
そ

れ
ぞ
れ
の
人
に

応
じ
た
サ
ポ
ー

ト
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
栃
木
県
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
４
９
０

　

町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
９
６
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野
木
町
自
治
基
本
条
例

の
策
定
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　　

野
木
町
で
は
、
平
成
26
年
度
よ
り

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
策
定
状
況
と
し
て
、
広
報

の
ぎ
４
月
号
で
は
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
で
の
意
見
を
中
心
に
報
告
を
し

ま
し
た
。　

　

今
月
号
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
で
の
素
案
に
も
と
づ
き
、
庁
内

委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
た
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
町
民
説
明
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
よ
り

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
が
反
映
さ
れ

た
条
例
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（
57
）４
１
０
１

章 条文（案） 解説（抜粋）

第
１
章　
総
則

（目的）
第�１条　この条例は、本町における自治の基本理念を
明らかにするものであり、町民、議会、町の役割と
責務を定めることにより、町民が主役のまちづくり
の実現を図ることを目的とする。

・�この条例は、自治の基本理念を明らかにするものであり、
次世代に永続的に受け継がれていくものです。
・�町民、議会、町の役割と責務を定め、協働によるまち
づくりを推進することで、町民が主役のまちづくりを実
現することを目的としています。

（位置付け）
第�２条　この条例は、本町における自治の最も基本と
なる規範であり、最大限尊重されるものである。

２�　町は、条例、規則等の制定及び改廃に当たっては、
この条例の趣旨に基づき整合性を図るものとする。

・�持続可能な町を目指していくうえで、町民、議会、町が
協力していくための自治運営の旗印となる条例が求め
られます。そのため、この条例を「町民が主役のまちづ
くり」の中心にある自治の最も基本となる規範とし、最
大限尊重されるものとして位置づけています。

（定義）
第�３条　この条例において、次の各号に掲げる用語の
意義は、当該各号に定めるところによる。

(1) 町民　次のいずれかに該当する者をいう。
ｱ�町内に居住している者
ｲ�町内に勤務している者、又は学んでいる者
ｳ�町内で事業を営み、又は活動する法人その他の団体
(2) 議会　議会及び議員をいう。
(3) 町　町長及び町の執行機関をいう。
(4�) 協働　町民、議会及び町がそれぞれに果たす責任と役割
を認識し、対等な立場で相互に補完、協力することをいう。

(5�) 参画　町民が町の立案、実施、評価及び見直しの各段階
における意思形成にかかわることをいう。

・�まちの振興や発展のためには、住民だけでなく、本町
に関わる多くの人 の々力を結集して、まちづくりや町政
に参画することが重要です。そのため、本条ではこの条
例で使われる用語を定義しています。

（基本理念）
第４条　町における基本理念は、次のとおりとする。
(1�) 人間性の尊重　すべての町民が平等で、人間性を尊重し
たまちづくりを行うこと。

(2�) 自然との共生　自然と暮らしが調和した、憩いとやすら
ぎのあるまちづくりを行うこと。

(3�) 多様な主体による協働　多様な主体が、ともに支え合い、
助け合い、協力し合うまちづくりを行うこと。

(4�) 地域力の育成　地域の特性を活かし、地域力を高めるま
ちづくりを行うこと。　

(5�) 自主自律の精神　自らがまちづくりの担い手となって行
動する、自主自律のまちづくりを行うこと。

・�基本理念は、総合計画においても位置づけられ、自治
の基本的な考えを示すとともに、まちづくり全体の基本
理念となるものです。

（基本原則）
第�５条　次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とす
る。

(1) 協働の原則
(2) 参画の原則
(3) 情報共有の原則

・�まちづくりを推進するための基本原則として「協働」「参
画」「情報共有」を掲げています。

キラリインフォメーション 自治基本条例

自治基本条例（案）抜粋（庁内委員会での検討結果）
下記の条例（案）は、町民の皆様に関わりの深い条文を中心に掲載しています。
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章 条文（案） 解説（抜粋）

第
２
章　
町
民

（町民の権利）
第�６条　町民は、次に掲げる権利を保障されるものと
する。

(1) 安全で安心して暮らす権利
(2) 平等に公共サービスを受ける権利
(3) 町政に参画し、提案する権利
(4) 町政に関する情報を知る権利 

・�本条は町民の権利について規定しており、町民が主役
のまちづくりを実現するうえで、４つの権利を有するこ
とを明らかにしています。

（町民の責務）
第 �7条　町民は、次に掲げる責務を有するものとする。
(1) 自らの発言及び行動に責任を持つこと
(2) 地域社会の発展に貢献するよう努めること
(3�) まちづくりに関する活動や行事に参画するよう努めるこ
と

(4�) 地域における見守りや美化などに協力し、地域で助け合
うよう努めること

・�本条は町民の責務について、４つの責務を規定していま
す。これらの責務は、町民に対して義務を課しているの
ではなく、町民が主体的に果たすべき役割を意味するも
のです。

（事業者の責務）
第 �8条　事業者は、町民や町とともに、まちづくりに
関する活動や行事に参画し、貢献するよう努める。

・�事業者も町民に含まれ、町民としての権利を有するとと
もに、町民としての責任を負います。

（子どもの参画）
第 �9条　町民、議会及び町は、子どもがそれぞれの年
齢等に応じてまちづくりに参画する機会を積極的に
つくり、その意見を尊重するものとする。

２�　町民、議会及び町は、子どもが安全で安心して健
やかに育つ環境の整備に努める。

・�本条は、町民、議会及び町が、子どもがまちづくりに
参画するための諸問題を解決しながら、積極的にまちづ
くりへの参画機会を設け、将来のまちづくりを考えるに
あたって、子どもの意見を尊重することを規定します。

（地域自治組織）
第 �10条　町民は、互いに協力し合い、身近な地域の
課題を解決していくとともに、自主的な地域の自治
活動に積極的に参加し、その活動を守り育てるよう
努める。

２　町は、積極的に地域自治組織の活動を支援する。

・�ここで規定される地域自治組織とは、区、自治会、班といっ
た地縁団体のことです。
・�町民は、地域の課題の解決に向けて互いに連携・協力
し合うとともに、地域活動に積極的・主体的に参加し、
その活動を守り育てるよう努めることとしています。

（町民活動への支援）
第 �11条　町は、町民が行う自発的、公益的な町民活
動を尊重し、その活動促進のための支援に努める。

・�町は、町民が多様な発想に基づき自主的・自発的・
継続的に行う公共的・公益的活動に対し、支援に
努めることとしています。

第
４
章　
町

（町長の責務）
第 �13条　町長は、町民の安全・安心な暮らしを実現し、
永続性のある町政運営に努めなければならない。

・�町長は、町民の安全・安心な暮らしの実現を第
一に考えます。また、町を統轄する立場としてリー
ダーシップを発揮し、永続性のある町政運営に努
めることを規定しています。

（職員の責務）
第 �14条　本町の職員は、町民の視点に立ち、町民の
思いを理解し、公正かつ誠実な職務遂行に努めなけ
ればならない。

・�本町の職員は、町民の視点に立ち、町民の思い・
気持ちを理解し、町民に寄り添うとともに、公正
かつ誠実な職務遂行に努めることを規定していま
す。

第
６
章　
町
政
へ
の
参
画

（意見公募手続）
第 �17条　町は、町政に係る基本的な計画等を定めよ
うとするときは、あらかじめ、その案を公表し、広
く町民等の意見を求めなければならない。

・�本条は、町民が町政に参加する手続きとして、
意見公募手続き（パブリックコメント）制度につい
て規定しています。

（住民投票）
第 �18条　町長は、町政に係る重要事項について、直
接住民（住民投票を行う主体をいう。）の意思を確認
するため、住民投票を実施することができる。

２�　議会及び町は、住民投票の結果を尊重しなければ
ならない。

３�　前各項に定めるもののほか、住民投票に参加でき
る者の資格及び住民投票の実施に関する手続きその
他必要な事項は、事案ごとに別に条例で定める。

・�本条は、住民投票に関する基本的な考え方につ
いて定めています。住民投票は、自治体の重要な
問題について住民による直接投票を行うことで
す。住民投票制度は、住民の利害に関連をもつ町
政運営上の事項について、直接、住民の意思を確
認するために行われるもので、あくまでも議会制
民主主義を補完し、住民の意思を把握するための
制度です。
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１
．
キ
ラ
リ
の
ぎ
プ
ラ
ン
と
は

　

野
木
町
で
は
、
自
律
的
で
持
続
的
な

町
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
の
経
営
指

針
と
し
て
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
そ

の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
示
し
た
新

た
な
総
合
計
画「
キ
ラ
リ
の
ぎ
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

キ
ラ
リ
の
ぎ
プ
ラ
ン
は
、「
基
本
構

想
」「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
基
本
構
想
の
計
画
期

間
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
37
年
度

ま
で
の
10
年
間
、
基
本
計
画
の
計
画
期

間
は
前
期
が
平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度

ま
で
、
後
期
が
平
成
33
年
度
か
ら
37
年

度
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
５
年
間
と
し
て
い

ま
す
。

２
．
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

　

町
民
と
行
政
が
共
有
す
べ
き
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
」
は
次
の
と
お

り
で
す
。

３
．
町
の
将
来
像

　

～
水
と
緑
と
人
の
和
で

　
　
　
　

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
～

　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
野
木
町
の
、
水

清
ら
か
な
思
川
や
渡
良
瀬
遊
水
地
、
緑

豊
か
な
平
地
林
や
田
園
な
ど
の
水
と
緑

は
、
ま
ち
の
宝
物
で
す
。　

　

こ
の
美
し
く
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
、

明
る
く
や
さ
し
い
町
民
性
が
醸
成
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
小
さ
な
ま
ち

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
助
け
合
い
協
力
し

合
っ
て
人
々
の
和
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

先
人
た
ち
が
守
り
伝
え
て
き
た
、
こ
の

自
然
と
人
と
の
調
和
が
と
れ
た
住
み
よ

い
ふ
る
さ
と
を
受
け
継
ぎ
、
す
べ
て
の

町
民
が
う
る
お
い
の
あ
る
喜
び
に
満
ち

た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
、将
来
像「
水

と
緑
と
人
の
和
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

４
．
将
来
人
口
フ
レ
ー
ム

◎�【
平
成
37
年
度（
２
０
２
５
年
度
）】

の
目
標
人
口
→
２
万
５
千
人

　

野
木
町
は
、
交
通
利
便
性
の
高
い
恵

ま
れ
た
立
地
条
件
や
良
好
な
居
住
環
境
、

民
間
開
発
等
に
よ
る
大
規
模
な
宅
地
造

成
な
ど
を
背
景
に
人
口
が
増
加
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
少
子

化
に
よ
る
影
響
は
野
木
町
に
お
い
て

も
例
外
で
は
な
く
、
平
成
11
年
の

２
万
７
０
８
０
人（
毎
月
人
口
調
査
）を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
転
じ
、
そ
の
後
、

増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
平
成
23

年
以
降
は
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
今

後
も
人
口
は
、
年
々
加
速
度
的
に
減
少

し
て
い
く
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
事

実
で
は
あ
り
ま
す
が
、
急
激
な
減
少
を

抑
制
す
る
た
め
に
は
、
多
方
面
か
ら
の

要
因
を
精
査
し
つ
つ
、
効
果
的
な
施
策

を
打
ち
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
、
各
種
施
策
を
強
力
に
推

し
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
本
計

画
の
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
37
年
度

（
２
０
２
５
年
）に
お
い
て
、
２
万
５
千

人
を
維
持
し
ま
す
。

～
第
８
次
野
木
町
総
合
計
画
～

「
キ
ラ
リ
の
ぎ
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た

◆人間性の尊重
　すべての町民が平等で、人間性を尊重したまちづくり
◆自然との共生
　自然と暮らしが調和した、憩いとやすらぎのあるまちづくり
◆多様な主体による協働
　多様な主体が、ともに支え合い、助け合い、協力し合うまちづくり
◆地域力の育成
　地域の特性を活かし、地域力を高めるまちづくり
◆自主自律の精神
　自らがまちづくりの担い手となって行動する、自主自律のまちづくり

 ま
ち
づ
く
り
の
理
念

～やさしさとやすらぎに満ちた明るいまち～
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５
．
施
策
の
大
綱

　

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
す
べ
て

の
施
策
に
係
わ
る
横
断
的
な
目
標
と
、

４
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
を
次

の
と
お
り
設
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

【
横
断
的
目
標
】

　

～
と
も
に
主
体
性
を
持
っ
て

　
　
　
　
　

協
力
し
合
え
る
ま
ち
～

■
分
野
別
目
標

○
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

○
男
女
が
と
も
に
輝
け
る
ま
ち
づ
く
り

・�

全
て
の
施
策
に
お
け
る
横
断
的
な
目

標
と
し
て
、
町
民
と
行
政
が
と
も
に

主
体
性
を
持
っ
て
、
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
男
女

が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

平
等
な
立
場
で
役
割
・
責
任
を
共
有

し
な
が
ら
参
画
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

【
基
本
目
標
１
】

　

～
人
を
育
み
生
き
る
喜
び
が

　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
れ
る
ま
ち
～

■
分
野
別
目
標

○
学
ぶ
姿
勢
が
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

○�

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り

○
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ
く
り

・�

乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
全
て

の
年
代
の
人
が
、
生
涯
に
わ
た
り
学

び
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
学
習

の
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

・�
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
よ
う
、
結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
の
無
い
支
援

を
展
開
し
ま
す
。

・�

町
独
自
の
文
化
を
創
造
・
継
承
す
る

こ
と
で
、
文
化
の
薫
り
高
い
魅
力
的

な
野
木
町
を
築
き
ま
す
。

【
基
本
目
標
２
】

～
自
然
と
共
生
し
た

　
　
　
　

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
～

■
分
野
別
目
標

○�

花
い
っ
ぱ
い
、
水
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

○
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

○
地
球
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

・�

季
節
の
花
々
を
活
用
し
た
景
観
を
形

成
す
る
と
と
も
に
、
野
木
町
の
原
風

景
と
な
っ
て
い
る
水
と
緑
を
保
全
す

る
こ
と
で
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
環

境
を
創
出
し
ま
す
。

・�

自
然
環
境
に
配
慮
し
つ
つ
都
市
計
画

を
推
進
し
、
快
適
で
住
み
よ
い
緑
豊

か
な
居
住
環
境
を
創
出
し
ま
す
。

・�

自
然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
を
創
出
す

る
た
め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
を
推
進

し
、
循
環
型
社
会
を
形
成
し
ま
す
。

【
基
本
目
標
３
】

　

～
支
え
あ
い
、
心
ふ
れ
あ
う

　
　
　
　
　
　
　

や
さ
し
い
ま
ち
～

■
分
野
別
目
標

○�

や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り

○�

い
き
い
き
暮
ら
せ
る
健
や
か
な
ま
ち

づ
く
り

○�

心
の
か
よ
う
あ
た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り

・�

だ
れ
も
が
安
心
し
て
健
康
で
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
健
や
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
地
域
福
祉
体
制
や
総

合
的
な
健
康
づ
く
り
体
制
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

・�

町
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
町
民
が
互
い

に
ふ
れ
あ
え
る
拠
点
づ
く
り
を
行
う

こ
と
で
、
地
域
間
交
流
・
世
代
間
交

流
を
促
進
し
ま
す
。

【
基
本
目
標
４
】

　

～
活
力
に
満
ち
た
の
び
ゆ
く
ま
ち
～

■
分
野
別
目
標

○
生
命
・
財
産
を
守
る
ま
ち
づ
く
り

○
の
び
ゆ
く
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

○�

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

○�

時
代
に
即
応
し
た
情
報
の
ま
ち
づ
く
り

・�

防
災
、
防
犯
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
交
通
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
り

ま
す
。

・�

地
域
性
に
即
し
た
産
業
振
興
を
図
り
、

活
力
あ
る
産
業
構
造
を
構
築
す
る
こ

と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

・�

豊
か
な
自
然
資
源
や
歴
史
的
文
化
遺

産
を
活
用
し
た
観
光
振
興
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
資
源
の
発

掘
や
野
木
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

・�

町
民
に
開
か
れ
た
ま
ち
と
し
て
情
報

の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
行
政
運
営
の
効
率
化
を
推
進
し
ま

す
。

※�

キ
ラ
リ
の
ぎ
プ
ラ
ン
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（
57
）４
１
０
１



（３８）

トピックス 〜町の話題〜

ご寄付をいただきました

　日東工業株式会社様より現金 300 万円のご寄付をいただ
きました。
　３月 24 日（木）、日東工業株式会社の松下隆行専務取締役、
箕浦浩野木工場長、同工場須田隆幸総務課長が来庁され、町
長に目録が手渡されました。自治振興および教育関連の事業
に有効活用させていただきます。

ランドセルカバー贈呈式
　３月 25 日（金）、小山地区交通安全協会様から新入学児童
の交通安全を願って、ランドセルカバーが町へ贈呈されまし
た。
　保護者の方はお子様に家庭で交通安全の指導を、ドライ
バーの方は安全運転を心がけ、地域全体で子どもを交通事故
から守りましょう。

平成２７年度野木町消費生活講演会が
開催されました。

　２月 26 日（金）に、野木町社会福祉協議会（ホープ館）に
おいて、ファイナンシャル・プランナーＡＦＰ　仲山博史　
氏を講師に迎え、野木町消費生活講演会を開催いたしました。
　「マイナンバー制度がスタートしました」と題し、今年の
１月から始まったマイナンバー制度について、どのような制
度か、どのような時に必要になるのかをお話いただき、参加
者の皆さんからも積極的にご質問いただくなど、盛況な講演
会となりました。

ＪＡおやまから図書カードとランチョンマットの
寄付がありました

　ＪＡおやまから「小学校で役立ててください」と図書カー
ド 98,000 円分と小学校新入生に給食時に使用するランチョン
マットの寄付がありました。
　教育委員会では、各校に図書カードを配布して、「読書のま
ち宣言」を更に盛り上げられるよう配慮しました。
　ＪＡ直売所では、購入者から任意に小学校ごとの箱にレシー
トを投函されたものを集計し、その売り上げの一部を図書カー
ドにして寄付されています。
　また、ランチョンマットは、栃木産農畜産物をたくさん食
べて健やかに成長してほしいという願いから、新入生に寄付
されました。
　図書カードの寄付は今年９回目、ランチョンマットは今年 2 回目の寄付です。大変ありがとうござ
いました。



（３９）

ご寄付をいただきました

　旭鋼管工業株式会社様より現金 100 万円のご寄付をいた
だきました。
　３月 18 日（金）、旭鋼管工業株式会社の関口実総務経理部
長が来庁され、町長に目録が手渡されました。貴社の創立
50 周年を記念しての寄附になります。自治振興および福祉
事業に有効活用させていただきます。

第４回のぎの楽市「えんにち」が開催されました

トピックス 〜町の話題〜

野木町協働のまちづくり支援事業 

ラジオ体操愛好会がラジオ体操を披露しました

　健康づくりの取組みのひとつとして、広く知られているラジ
オ体操の普及・指導を行っている「野木町みんなのラジオ体操
愛好会」は、３月 13 日（日）に開催された『のぎの楽市「えんにち」
の「仮装ウォーキング」』の出発前において、参加者と一緒に
ラジオ体操を行いました。
　当日は真冬のような寒さでしたが、ラジオ体操第一と第二で
体を動かし、気軽にできる健康づくりの一つとして、ラジオ体
操の魅力をアピールしていました。

　３月 13 日（日）に駅西口周辺道路及び富士見公園を会場と
して、町内のまちづくり団体である「のぎまちづくりネッ
トワーク」が主催する第４回のぎの楽市「えんにち」が盛
大に開催されました。
毎年恒例となった「仮装ウォーキング」では、100 名を越
える参加者がユニークな仮装で駅西口周辺の道路を練り歩
きました。
　メイン会場となった富士見公園では、多くの出店が並ん
だほか、町内外の有志団体等による様々なステージ発表も
行われ、多くの来場者を楽しませていました。

防災功労者消防庁長官表彰と

日本消防協会表彰を受賞

　野木町消防団は３月６日（日）に防災功労者消防庁長官表
彰、３月８日（火）に日本消防協会表彰を受賞しました。
　防災功労者消防庁長官表彰は、平成 27 年９月関東・東北
豪雨の際、団員が昼夜を問わず不眠不休で活動した功績が認
められたものです。
　また、日本消防協会表彰は、長年の活動が認められ、優良
消防団として表彰旗が贈られました。



（４０）

トピックス 〜町の話題〜

ご寄付をいただきました

　友愛記念病院を運営する茨城県民生活協同組合様より、乳
幼児用の体重計・テーブル・イスや防護服等、計 150 万円
相当の物品をご寄付いただきました。これは、平成 22 年度
から６年連続です。
　３月 22 日（火）、友愛記念病院の加藤院長、奥村統括部長
が来庁され、町長に目録が手渡されました。
　町の事業等で有効に活用させていただきます。

シ
リ
ー
ズ
野
木
町
の
ご
み
処
理

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
５７
）４
２
４
７

51
皆
さ
ん
は
分
別
大
丈
夫
で
す
か
？

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
南
赤
塚
地
区

内
の
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
南
部

清
掃
セ
ン
タ
�
で
、
生
ご
み
と
プ
ラ

容
器
、
剪
定
枝
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
本

格
的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
�

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
で
す
が
、

皆
さ
ん
に
分
別
し
て
い
た
だ
い
た
生

ご
み
の
な
か
に
、
ス
プ
�
ン
や
ビ

ニ
�
ル
袋
、
水
切
り
ネ
�
ト
を
始
め

台
所
か
ら
混
入
し
た
と
思
わ
れ
る
異

物︵
生
ご
み
以
外
の
ご
み
︶が
混
じ
っ

て
お
り
ま
し
た
�
ま
た
、
も
っ
と
驚

い
た
こ
と
に
は
、
サ
ン
ダ
ル
や
セ
�

タ
�
な
ど
の
異
物
も
混
じ
っ
て
い
た

と
の
指
摘
を
受
け
て
お
り
ま
す
�

　
こ
の
よ
う
な
異
物
は
効
率
よ
い
作

業
を
妨
げ
る
ほ
か
、
設
備
を
故
障
さ

せ
、
南
部
清
掃
セ
ン
タ
�
か
ら
臭
い

や
ハ
エ
な
ど
の
公
害
を
発
生
さ
せ
る

原
因
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
�

南
部
清
掃
セ
ン
タ
�
周
辺
に
住
ん
で

い
る
方
た
ち
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

な
い
た
め
に
も
、
生
ご
み
の
収
集
用

紙
袋
に
は
生
ご
み
以
外
の
も
の
を
絶

対
に
入
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
�

　
ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

プ
ラ
容
器
と
剪
定
枝
に
つ
い
て
も
よ

り
一
層
の
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
�

○
プ
ラ
容
器

　

プ
ラ
ス
チ
�
ク
製
の
容
器
や
包
装

で
す
�
プ
ラ
マ
�
ク
が
付
い
て
い
る

の
で
簡
単
に
見
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
�
プ
ラ
マ
�
ク
は
中
身
を
完
全

に
使
い
切
り
、
軽
く
洗
っ
て
汚
れ
を

取
り
除
い
て
か
ら
分
別
し
て
く
だ
さ

い
�
出
せ
る
日
や
出
せ
る
場
所
は
収

集
計
画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

○
剪
定
枝

　

庭
木
な
ど
を
剪
定
し
た
木
の
枝
で

す
�
太
さ
10
㎝
、
長
さ
60
㎝
以
下
に

し
て
、
麻
ひ
も
か
紙
ひ
も
で
束
ね
て

く
だ
さ
い
�
出
せ
る
日
や
出
せ
る
場

所
は
収
集
計
画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

生ごみに混じっていた異物
プラマーク

定住自立圏の形成に関する協定を

締結いたしました

　４月７日（木）、野木町・小山市・下野市・結城市の「定住
自立圏形成協定」合同調印式が行われました。
　この協定は、互いに定住に必要な都市機能及び生活機能を
確保しつつ、圏域全体の活性化を図ることで、住民が幸せを
実感し、住みたい・住み続けたいと思える魅力ある定住自立
圏を形成することを目的としています。
　今後は、具体的事業を定める「小山地区定住自立圏共生ビ
ジョン」の策定やビジョンに基づく事業の推進に連携・協力
していくことになります。



（４１）

第２回

野木町春まつり

　

野
木
町
の
新
た
な
春
の
風
物

詩
と
し
て
、３
月
下
旬
か
ら
「
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」、「
野
木
町

春
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬

店
が
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
さ

さ
ら
獅
子
舞
」
や
「
春
神
楽
」

な
ど
迫
力
の
あ
る
地
域
の
伝
統

文
化
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

４月１日から「とちぎ笑顔つぎつぎカード」の
　　　　　　　　　　　　　　　　　使用可能エリアが拡大しました！
◯ 協賛店舗等において割引などの優待を受けられる「とちぎ

笑顔つぎつぎカード」が、41 の道府県で使えるようにな
りました。

◯ 県外での使用をご希望の方は、町こども教育課で全国共通
ロゴマークのシールをお受け取りください。

※ 既にお持ちのカードにシールを貼ることで 41 道府県で使
えるようになります。

○ 対象となるのは 18 歳未満のお子様（１名以上）を養育す
る世帯及び妊娠中の方がいる世帯です。まだカードをお持
ちでない方は、町こども教育課までお越しください。その
際、健康保険証や母子手帳など、対象者が確認できるものを提示していただく必要があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　とちぎ未来クラブ　028（643）1006
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町こども教育課　　（57）4138



　﹁
ズ
�
コ
ケ
３
人
組
﹂
を
読
ん
で
大
人
に
な
っ
た
人
、
今
ま
さ
に
ズ
�
コ
ケ
に
は

ま
っ
て
い
る
子
供
達
�
そ
ん
な
作
者
の
こ
の
作
品
は
、﹁
ズ
�
コ
ケ
﹂
と
は
作
風
が
一

変
し
て
い
る
�

　
短
編
集
な
の
で
、
普
段
、
読
書
に
慣
れ
て
い
な
い
人
も
手
に
取
り
や
す
い
と
思
う
�

し
か
も
、
こ
れ
が
児
童
書
と
は
ビ
�
ク
リ
す
る
位
、
ク
オ
リ
テ
�
�
が
高
く
、
ま
た
、

こ
れ
が
30
年
以
上
も
前
に
書
か
れ
た
話
と
は
思
え
な
い
位
、
古
臭
さ
を
感
じ
ず
、
現

在
に
も
十
分
に
通
用
し
、
大
人
も
楽
し
め
る
�

　
表
題
作
は
核
に
よ
っ
て
、
混
沌
と
し
た
世
界
の
中
で
生
き
残
っ
た
少
年
の
話
な
の

だ
が
、
こ
れ
が
ま
た
現
在
、
対
岸
の
火
事
と
は
思
え
な
い
情
勢
を
考
え
る
と
、
体
の

芯
か
ら
ゾ
ゾ
っ
と
、
恐
怖
が
迫
り
上
が
っ
て
く
る
�

　
他
に
も
、
ホ
ロ
リ
と
く
る
も
の
、
不
思
議
な
も
の
あ
り
、
ま
る
で
玉
手
箱
の
よ
う

な
内
容
に
な
っ
て
い
る
�
全
体
的
に
、少
し
ダ
�
ク
な
世
界
観
だ
が
、こ
れ
は
﹁
未
来
﹂

を
生
き
て
い
く
私
た
ち
へ
の
警
鐘
と
希
望
が
、
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
�

　
子
供
っ
て
、
少
し
怖
く
て
不
思
議
で
、
そ
ん
な
お
話
が
好
き
な
の
で
、
そ
ん
な
子

供
達
に
お
ス
ス
メ
�
大
人
も
十
二
分
に
楽
し
め
る
の
で
、
家
族
で
回
し
読
み
を
し
て
、

家
族
団
ら
ん
の
会
話
の
一
つ
に
な
る
よ
う
な
本
だ
と
思
う
�
是
非
、
家
族
で
楽
し
ん

で
♪
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問総合政策部政策課撒（５７）４１３４
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ゃ
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歳
７
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の
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ゃ
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　４歳差の姉妹です。
　マイペースでお世話好きなお姉ちゃんと
食いしん坊＆甘えん坊な妹。いつもとっても
仲良しです。

那
須　
正
幹
著　
ポ
プ
ラ
文
庫

斉
藤　
か
ず
え

　
（
丸
林
在
住
）

「
ジ
　
エ
ン
ド
　
オ
ブ
　
ザ
　
ワ
ー
ル
ド
」

町の人口 ４月１日現在

　　◇人口　男 １２,555人　女 １２,748人　計 ２５,303人　　◇世帯数 ９,661

プロモーションビデオ完成鎧
　野木町のプロモーションビデオ「のぎの連続テレ
ビ小説　きらり」が完成しました。

問総合政策部未来開発課撒（５７）４２６０

　全４話構成となっており、東京から来た「町田の
ぎ」ちゃんが野木町を魅力を体験するストーリーと
なっております。町未来開発課及び町図書館でも貸
し出しを行っておりますので、ぜひご覧ください。
　なお、町未来開発課で貸し出しを希望される場合
は、運転免許証等顔写真付きの本人確認書類をご持
参ください。

第１話　ほのぼの、のぎカメラ
第２話　発見！のぎアドベンチャー
第３話　爽快！のぎペダル
第４話　絶景！のぎバルーン　


